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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するよ
うに構成された受信モジュールであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダ
ウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの前記第１のダウンリンク制御情
報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、受信モジュールと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、前記ダウンリンク割当インデックスの
総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックス、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従
って生成するように構成された処理モジュールと、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に送信するように構成さ
れた送信モジュールとを含み、
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、前記ダウンリンク割当インデックスを搬
送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを
指示するために使用されるか、又は前記ダウンリンク割当インデックスを搬送するダウン
リンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケ
ジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示す
るために使用され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報
に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリ
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リースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計であり、
　前記受信モジュールは、
　事前定義された物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を取得するように更に構成され、
　前記送信モジュールは、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数が、前記物理アップリンク制御チャネル上で
サポートされる前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値よ
り大きい場合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に、物理ア
ップリンク制御チャネルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、前記
ダウンリンク割当インデックスの総数が、前記物理アップリンク制御チャネル上でサポー
トされる前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場
合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に、物理アップリンク
制御チャネルフォーマット３を使用することによって送信するように構成される、ユーザ
機器。
【請求項２】
　前記処理モジュールは、
　それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネル
が正確に復号されたかどうかに従って、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応す
る前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を別々に生成し、
　全ての前記第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスをソート
することによってソート結果を取得し、第２のダウンリンク制御情報を、前記ソート結果
及び前記ダウンリンク割当インデックスの総数に従って決定するとともに、前記第２のダ
ウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得し、ここで、前記第２のダウ
ンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報が、否定応
答（ＮＡＣＫ）であり、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報、及び前記第
２のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応
答情報に従って生成し、ここで、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する前記
物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報、及び前記第２のダウンリンク制御
情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報の配置順序が、
それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックス、及び前記
第２のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスの順序と同じであり、
それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに
対する前記応答情報、及び前記第２のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリ
ンク共有チャネルに対する前記応答情報が、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセ
ージ内にある、ように構成される、請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項３】
　キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する複数の前記第
１のダウンリンク制御情報が存在する場合、
　前記受信モジュールは、
　前記第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内の前記
ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は前記第１のダウンリンク制御情
報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース
指標を取得するように構成される、請求項１又は２に記載のユーザ機器。
【請求項４】
　前記受信モジュールは、
　前記第１のダウンリンク制御情報に対応する前記キャリアの前記キャリア数が前記第１
のキャリア量のしきい値より大きく、かつ前記第１のダウンリンク制御情報に対応する前
記キャリアの前記キャリア数のパリティが前記第１のキャリア量のしきい値のパリティと
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同じである場合、前記第１のダウンリンク制御情報における前記ＴＰＣフィールド内の前
記ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は、前記第１のダウンリンク制
御情報に対応する前記キャリアの前記キャリア数が前記第１のキャリア量のしきい値より
大きく、かつ前記第１のダウンリンク制御情報に対応する前記キャリアの前記キャリア数
のパリティが前記第１のキャリア量のしきい値のパリティとは異なる場合、前記第１のダ
ウンリンク制御情報における前記ＴＰＣフィールド内の前記ＰＵＣＣＨフォーマット４の
リソース指標を取得するように構成される、請求項３に記載のユーザ機器。
【請求項５】
　前記受信モジュールは、
　前記基地局によって送信された前記少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデ
ックスを取得するように構成され、
　前記第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい
値より大きい場合、前記受信モジュールは、前記ダウンリンク割当インデックスに対応す
る前記第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内の前記ダウンリンク割当
インデックスの総数を取得するように構成される、請求項１又は２に記載のユーザ機器。
【請求項６】
　前記受信モジュールは、
　前記基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し
、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスを取得す
るとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデッ
クスの総数フィールド内の前記ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するように構
成される、請求項１又は２に記載のユーザ機器。
【請求項７】
　前記受信モジュールは、
　前記基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し
、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスを取得す
るとともに、１次コンポーネントキャリアによって搬送される第１のダウンリンク制御情
報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールド内の前記ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数を取得するように構成される、請求項１又は２に記載のユーザ機器。
【請求項８】
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成された送信
モジュールであって、それぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデック
スを搬送し、少なくとも１つの前記ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数を更に搬送する、送信モジュールと、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれのダウンリンク制御情報のダウン
リンク割当インデックス、及びそれぞれのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリ
ンク共有チャネルに従って前記ユーザ機器によって送信されたハイブリッド自動再送要求
の応答メッセージを受信するように構成された受信モジュールと、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得するように構成
された処理モジュールとを含み、
　前記ダウンリンク制御情報は、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制
御情報を含み、それぞれのダウンリンク割当インデックスは、前記ダウンリンク割当イン
デックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのイ
ンデックスを指示するために使用されるか、又は前記ダウンリンク割当インデックスを搬
送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル、及びダウンリン
ク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデッ
クスを指示するために使用され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、全ての前
記ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又は全ての前記
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ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永
続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計であ
り、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポ
ートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値より大きい
場合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージは、物理アップリンク制御チャネ
ルフォーマット４を使用することによって送信されるか、又は、前記ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自
動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、前記ハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージは、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用するこ
とによって送信される、基地局。
【請求項９】
　前記送信モジュールは、
　少なくとも１つの前記ダウンリンク制御情報を前記ユーザ機器に送信し、ここで、それ
ぞれのダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスは、それぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、それぞ
れのダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールドに設
定される、ように構成される、請求項８に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記送信モジュールは、
　少なくとも１つの前記ダウンリンク制御情報を前記ユーザ機器に送信し、ここで、それ
ぞれのダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスは、それぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、１次コ
ンポーネントキャリアによって搬送されるダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割
当インデックスの総数フィールドに設定される、ように構成される、請求項８に記載の基
地局。
【請求項１１】
　前記処理モジュールは、前記ダウンリンク割当インデックスの総数を前記少なくとも１
つのダウンリンク制御情報に設定し、特殊スクランブリング処理を、前記ダウンリンク割
当インデックスの総数を搬送するダウンリンク制御情報の巡回冗長検査（ＣＲＣ）コード
に対して実施するとともに、前記のスクランブルされたダウンリンク制御情報を取得する
ように構成され、
　前記送信モジュールは、前記ユーザ機器に、前記のスクランブルされたダウンリンク制
御情報、及びスクランブリング処理が実施されない前記ダウンリンク制御情報を送信する
ように構成され、
　前記のスクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理が実施さ
れない前記ダウンリンク制御情報の両方は、ダウンリンク割当インデックスを搬送する、
請求項８に記載の基地局。
【請求項１２】
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するス
テップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデッ
クスを搬送し、少なくとも１つの前記第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当
インデックスの総数を更に搬送する、ステップと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、前記ダウンリンク割当インデックスの
総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックス、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従
って生成するステップと、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に送信するステップとを
含み、
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、前記ダウンリンク割当インデックスを搬
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送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを
指示するために使用されるか、又は前記ダウンリンク割当インデックスを搬送するダウン
リンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケ
ジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示す
るために使用され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報
に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリ
リースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計であり、
　事前定義された物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を取得するステップを更に含み、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に送信する前記ステップ
は、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数が、前記物理アップリンク制御チャネル上で
サポートされる前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値よ
り大きい場合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に、物理ア
ップリンク制御チャネルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、前記
ダウンリンク割当インデックスの総数が、前記物理アップリンク制御チャネル上でサポー
トされる前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場
合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に、物理アップリンク
制御チャネルフォーマット３を使用することによって送信するステップを含む、制御情報
を送信するための方法。
【請求項１３】
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、前記ダウンリンク割当インデックスの
総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックス、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従
って生成する前記ステップは、
　それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネル
が正確に復号されたかどうかに従って、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応す
る前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を別々に生成するステップと、
　全ての前記第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスをソート
することによってソート結果を取得し、第２のダウンリンク制御情報を、前記ソート結果
及び前記ダウンリンク割当インデックスの総数に従って決定するとともに、前記第２のダ
ウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得するステップであって、前記
第２のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報
が、否定応答（ＮＡＣＫ）である、ステップと、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報、及び前記第
２のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応
答情報に従って生成するステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対
応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報、及び前記第２のダウン
リンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報の配
置順序が、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックス
、及び前記第２のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスの順序と同
じであり、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する前記物理ダウンリンク共有
チャネルに対する前記応答情報、及び前記第２のダウンリンク制御情報に対応する前記物
理ダウンリンク共有チャネルに対する前記応答情報が、前記ハイブリッド自動再送要求の
応答メッセージ内にある、ステップとを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する複数の前記第
１のダウンリンク制御情報が存在する場合、
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　前記第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御（ＴＰＣ）フィールド内の前記
ダウンリンク割当インデックスの総数を取得する前記ステップは、
　前記第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内の前記
ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は前記第１のダウンリンク制御情
報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース
指標を取得するステップを含む、請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内の前記
ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は前記第１のダウンリンク制御情
報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース
指標を取得する前記ステップは、
　前記第１のダウンリンク制御情報に対応する前記キャリアの前記キャリア数が前記第１
のキャリア量のしきい値より大きく、かつ前記第１のダウンリンク制御情報に対応する前
記キャリアの前記キャリア数のパリティが前記第１のキャリア量のしきい値のパリティと
同じである場合、前記第１のダウンリンク制御情報における前記ＴＰＣフィールド内の前
記ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は、前記第１のダウンリンク制
御情報に対応する前記キャリアの前記キャリア数が前記第１のキャリア量のしきい値より
大きく、かつ前記第１のダウンリンク制御情報に対応する前記キャリアの前記キャリア数
のパリティが前記第１のキャリア量のしきい値のパリティとは異なる場合、前記第１のダ
ウンリンク制御情報における前記ＴＰＣフィールド内の前記ＰＵＣＣＨフォーマット４の
リソース指標を取得するステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信する前
記ステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当イン
デックスを搬送し、少なくとも１つの前記第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク
割当インデックスの総数を更に搬送する、前記ステップは、
　前記基地局によって送信された前記少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデ
ックスを取得するステップと、
　前記第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい
値より大きい場合、前記ダウンリンク割当インデックスに対応する前記第１のダウンリン
ク制御情報におけるＴＰＣフィールド内の前記ダウンリンク割当インデックスの総数を取
得するステップとを含む、請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１７】
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信する前
記ステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当イン
デックスを搬送し、少なくとも１つの前記第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク
割当インデックスの総数を更に搬送する、前記ステップは、
　前記基地局によって送信された前記少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスを取
得するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当イン
デックスの総数フィールド内の前記ダウンリンク割当インデックスの総数を取得するステ
ップを含む、請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１８】
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信する前
記ステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当イン
デックスを搬送し、少なくとも１つの前記第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク
割当インデックスの総数を更に搬送する、前記ステップは、
　前記基地局によって送信された前記少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスを取
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得するとともに、１次コンポーネントキャリアによって搬送される第１のダウンリンク制
御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールド内の前記ダウンリンク割
当インデックスの総数を取得するステップを含む、請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１９】
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、そ
れぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも
１つの前記ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送す
る、ステップと、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれのダウンリンク制御情報のダウン
リンク割当インデックス、及びそれぞれのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリ
ンク共有チャネルに従って前記ユーザ機器によって送信されたハイブリッド自動再送要求
の応答メッセージを受信するステップと、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得するステップと
を含み、
　前記ダウンリンク制御情報は、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制
御情報を含み、それぞれのダウンリンク割当インデックスは、前記ダウンリンク割当イン
デックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのイ
ンデックスを指示するために使用されるか、又は前記ダウンリンク割当インデックスを搬
送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル、及びダウンリン
ク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデッ
クスを指示するために使用され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、全ての前
記ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又は全ての前記
ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永
続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計であ
り、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポ
ートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値より大きい
場合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージは、物理アップリンク制御チャネ
ルフォーマット４を使用することによって送信されるか、又は、前記ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自
動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、前記ハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージは、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用するこ
とによって送信される、制御情報を送信するための方法。
【請求項２０】
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信する前記ステップであって
、それぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なく
とも１つの前記ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬
送する、前記ステップは、
　それぞれのダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダ
ウンリンク制御情報に別々に設定し、前記ダウンリンク割当インデックスの総数をそれぞ
れのダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールドに設
定するとともに、少なくとも１つの前記ダウンリンク制御情報を前記ユーザ機器に送信す
るステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信する前記ステップであって
、それぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なく
とも１つの前記ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬
送する、前記ステップは、
　それぞれのダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダ
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ウンリンク制御情報に別々に設定し、前記ダウンリンク割当インデックスの総数を１次コ
ンポーネントキャリアによって搬送されるダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割
当インデックスの総数フィールドに設定するとともに、少なくとも１つの前記ダウンリン
ク制御情報を前記ユーザ機器に送信するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信する前記ステップであって
、それぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なく
とも１つの前記ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬
送する、前記ステップは、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数を、前記少なくとも１つのダウンリンク制御
情報のうちの少なくとも１つに設定するとともに、特殊スクランブリング処理を、前記ダ
ウンリンク割当インデックスの総数を搬送するダウンリンク制御情報の巡回冗長検査（Ｃ
ＲＣ）コードに対して実施して、前記のスクランブルされたダウンリンク制御情報を取得
するステップと、
　前記ユーザ機器に、前記のスクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブ
リング処理が実施されないダウンリンク制御情報を送信するステップとを含み、
　前記のスクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理が実施さ
れない前記ダウンリンク制御情報の両方は、ダウンリンク割当インデックスを搬送する、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するよ
うに構成された受信機であって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリン
ク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの前記第１のダウンリンク制御情報が、ダ
ウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、受信機と、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、前記ダウンリンク割当インデックスの
総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報の前記ダウンリンク割当インデックス、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従
って生成するように構成されたプロセッサと、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に送信するように構成さ
れた送信機とを含み、
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、前記ダウンリンク割当インデックスを搬
送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを
指示するために使用されるか、又は前記ダウンリンク割当インデックスを搬送するダウン
リンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケ
ジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示す
るために使用され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報
に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリ
リースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計であり、
　前記受信機は、
　事前定義された物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を取得するように更に構成され、
　前記送信機は、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数が、前記物理アップリンク制御チャネル上で
サポートされる前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値よ
り大きい場合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に、物理ア
ップリンク制御チャネルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、前記
ダウンリンク割当インデックスの総数が、前記物理アップリンク制御チャネル上でサポー
トされる前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場
合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを前記基地局に、物理アップリンク
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制御チャネルフォーマット３を使用することによって送信するように構成される、ユーザ
機器。
【請求項２４】
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成された送信
機であって、それぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送
し、少なくとも１つの前記ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総
数を更に搬送する、送信機と、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれのダウンリンク制御情報のダウン
リンク割当インデックス、及びそれぞれのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリ
ンク共有チャネルに従って前記ユーザ機器によって送信されたハイブリッド自動再送要求
の応答メッセージを受信するように構成された受信機と、
　前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得するように構成
されたプロセッサとを含み、
　前記ダウンリンク制御情報は、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制
御情報を含み、それぞれのダウンリンク割当インデックスは、前記ダウンリンク割当イン
デックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのイ
ンデックスを指示するために使用されるか、又は前記ダウンリンク割当インデックスを搬
送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル、及びダウンリン
ク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデッ
クスを指示するために使用され、前記ダウンリンク割当インデックスの総数は、全ての前
記ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又は全ての前記
ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永
続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計であ
り、
　前記ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポ
ートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値より大きい
場合、前記ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージは、物理アップリンク制御チャネ
ルフォーマット４を使用することによって送信されるか、又は、前記ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自
動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、前記ハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージは、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用するこ
とによって送信される、基地局。
【請求項２５】
　命令が記録されたコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記命令が、コンピ
ュータに、請求項１２から１８のいずれか一項に記載の方法又は請求項１９から２２のい
ずれか一項に記載の方法を実施させる、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２６】
　コンピュータに、請求項１２から１８のいずれか一項に記載の方法又は請求項１９から
２２のいずれか一項に記載の方法を実施させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例は、通信技術に関し、詳細には、制御情報を送信するための方法、ユー
ザ機器、及び基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，略してＬ
ＴＥ）は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐ
ａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ，略して３ＧＰＰ）団体によって指定された、ユ
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ニバーサル移動体通信システム（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ，ＵＭＴＳ）技術標準のロングタームエボリューシ
ョンである。直交周波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ，略してＯＦＤＭ）及び多入力多出力（Ｍｕｌｔ
ｉ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ，略してＭＩＭＯ）などの主要技術が導入さ
れたことに伴い、ロングタームエボリューションは、スペクトル効率及びデータ伝送速度
を著しく増加させ、したがって、近年、広範に開発されている。
 
【０００３】
　ＬＴＥシステムは、ダウンリンク及びアップリンクそれぞれにおいて、直交周波数分割
多元接続（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ，略してＯＦＤＭＡ）及びシングルキャリア周波数分割多
元接続（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ，略してＳＣ－ＦＤＭＡ）に基づく。時間周波数リ
ソースは、時間ドメインの範囲におけるＯＦＤＭ又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（下記では
時間－ドメインシンボルと呼ばれる）、及び周波数ドメインの範囲におけるサブキャリア
に分割される。最小のリソース粒度は、リソースエレメント（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ，略してＲＥ）と呼ばれ、これは、時間ドメイン内の１つの時間－ドメインシン
ボル、及び周波数ドメイン内の１つのサブキャリアによって形成された時間－周波数グリ
ッドを表す。ＬＴＥシステムでは、サービス伝送は、基地局（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ
Ｂ，略してｅＮＢ）によるスケジューリングに基づき、スケジューリングの基本的な時間
単位は、１つのサブフレームであり、１つのサブフレームは、複数の時間－ドメインシン
ボルを含む。具体的なスケジューリングプロセスは、下記のようなものである。基地局は
、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ，略してＰＤＣＣＨ）又は拡張物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅｎ
ｈａｎｃｅｄ　ＰＤＣＣＨ，略してＥＰＤＣＣＨ）などの制御チャネルを送信する。制御
チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，略してＰＤＳＣＨ）又は物理アップリンク共有チャネル（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，略してＰＵＳＣＨ）
のスケジューリング情報を搬送することができ、スケジューリング情報は、リソース割当
情報、又は変調及び符号化方式などの制御情報を含む。ユーザ機器（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉ
ｐｍｅｎｔ，略してＵＥ）は、サブフレーム内の制御チャネルを検出し、検出された制御
チャネルによって搬送されたスケジューリング情報に従って、ダウンリンクデータチャネ
ルを受信するか、又は、アップリンクデータチャネルを送信する。
 
【０００４】
　ＬＴＥは、２つの二重モード、即ち、周波数分割複信（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ，略してＦＤＤ）及び時分割複信（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｄｕｐｌｅｘ，略してＴＤＤ）をサポートする。ＦＤＤの場合、ダウンリンク及びアッ
プリンク伝送は、異なるキャリア上で実施される。ＴＤＤシステムの場合、アップリンク
及びダウンリンク伝送は、同じキャリアの異なる時間において実施される。具体的には、
１つのキャリアは、ダウンリンクサブフレーム、アップリンクサブフレーム、及び特殊サ
ブフレームを含む。ＬＴＥは、現在、７つの異なるＴＤＤのアップリンク－ダウンリンク
構成をサポートする。
 
【０００５】
　ＬＴＥでは、ハイブリッド自動再送要求（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐ
ｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ，略してＨＡＲＱ）のメカニズムは、エラー検出及び訂正の機能
を実装するために使用される。例えばダウンリンクでは、ＵＥがＰＤＳＣＨを受信した後
、ＰＤＳＣＨが正確に受信された場合、ＵＥは肯定応答（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎ
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ｔ，略してＡＣＫ）をＰＵＣＣＨ上でフィードバックし、又は、ＰＤＳＣＨが不正確に受
信された場合、ＵＥは否定応答（ＮＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅ，略してＮＡＣＫ）をＰＵＣ
ＣＨ上でフィードバックする。ＬＴＥは、キャリアアグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ　
Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ，略してＣＡ）技術を更にサポートし、即ち、基地局は１つのＵ
Ｅに対する複数のキャリアを、ＵＥのデータ速度を改善するように構成する。ＣＡ中、基
地局によって送信された複数のキャリアは、時間の観点から同期的に送信される。ＵＥは
、それぞれのキャリア及び対応するＰＤＳＣＨをスケジュールするＰＤＣＣＨを別々に検
出することができる。それぞれのキャリアに関する具体的な検出プロセスは、前述の単一
のキャリアに対する検出プロセスと同様である。ＬＴＥシステムは、ＦＤＤ　ＣＡ、ＴＤ
Ｄ　ＣＡ、及びＦＤＤ＋ＴＤＤ　ＣＡをサポートする。ＴＤＤ　ＣＡは、同じアップリン
ク－ダウンリンク構成を有するＴＤＤ　ＣＡと、異なるアップリンク－ダウンリンク構成
を有するＴＤＤ　ＣＡに更に分類される。ＣＡモードでは、１つの１次コンポーネントキ
ャリア及び少なくとも１つの２次コンポーネントキャリアが存在し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを
搬送するＰＵＣＣＨは、ＵＥの１次コンポーネントキャリア上でのみ送信される。複数の
ダウンリンクキャリアのＨＡＲＱ－ＡＣＫが、１つのＰＵＣＣＨチャネル又はＰＵＳＣＨ
チャネル上で伝送されるとき、ジョイント符号化が一般に使用される。ＬＴＥシステムで
は、アップリンク制御シグナリングは、主に２つの符号化手法を有する。一方は、リード
マラー（Ｒｅｅｄ　Ｍｕｌｌｅｒ，略してＲＭ）などの線形ブロック符号であり、他方は
畳み込み符号である。どちらの符号化手法が使用されるかに関わらず、一般的な復号手法
では、復号を正確に実施する前に、基地局は、ユーザ機器によって実施されたジョイント
符号化に関する元情報ビット量の総数を知る必要がある。
 
【０００６】
　一般に、ＵＥは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのジョイント符号化に関する元情報ビット量の総数
を、ダウンリンクキャリア上で検出されたＰＤＳＣＨの量に従って計算する。このケース
では、一旦ＵＥが、ダウンリンクキャリア上のＰＤＳＣＨを検出中に見逃すと、ＰＤＳＣ
Ｈを有するキャリアのうちＵＥによって理解される量は、ＰＤＳＣＨを送信するｅＮＢの
キャリアの実際の量より少ない。ＵＥは、ＵＥ自体によって検出されたＰＤＳＣＨに関す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫをフィードバックする。しかしながら、ｅＮＢは、検出漏れがＵＥに
おいて発生するかどうか、及び見逃されたＰＤＳＣＨの量を知らない。結果として、基地
局は、ＵＥによってフィードバックされたＨＡＲＱ－ＡＣＫを正確に復号できない。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の実施例は、ユーザ機器での検出漏れのために、基地局が、ユーザ機器によって
フィードバックされたハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを正確に復号できない
という問題を解決するために、制御情報を送信するための方法、ユーザ機器、及び基地局
を提供する。
【０００８】
　第１の態様によれば、本発明の実施例はユーザ機器を提供し、ユーザ機器は、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するよ
うに構成された受信モジュールであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダ
ウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が
、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、受信モジュールと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウンリンク割当インデックスの総数
、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞ
れの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従って生成
するように構成された処理モジュールと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するように構成された送信
モジュールとを含み、
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックスを搬送す
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るダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示
するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する
物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用されるか、又はダウ
ンリンク割当インデックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用され、ダウンリンク割当インデ
ックスの総数は、全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル
の量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制
御チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制
御チャネルの量との合計である。
【０００９】
　第１の態様に関して、第１の態様の第１の可能な実装形態において、処理モジュールが
、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウンリンク割当インデックスの総数
、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞ
れの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従って生成
するように構成されることは、
　それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルが正
確に復号されたかどうかに従って、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物
理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を別々に生成することと、
　全ての第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをソートすること
によってソート結果を取得し、第２のダウンリンク制御情報を、ソート結果及びダウンリ
ンク割当インデックスの総数に従って決定するとともに、第２のダウンリンク制御情報の
ダウンリンク割当インデックスを取得することであって、ここで、第２のダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報が、否定応答ＮＡＣＫ
である、ことと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御情
報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク
制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成するこ
とであって、ここで、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリン
ク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウ
ンリンク共有チャネルに対する応答情報の配置順序が、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報のダウンリンク割当インデックス、及び第２のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスの順序と同じであり、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応
する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報
に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報が、ハイブリッド自動再送要
求の応答メッセージ内にある、こととを含む。
【００１０】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実装形態に関して、第１の態様の第２の可能
な実装形態において、受信モジュールが、基地局によって送信された少なくとも１つの第
１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリン
ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
　第１のキャリア量のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも１つの第
１のダウンリンク制御情報を受信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報
のダウンリンク割当インデックスを取得することと、
　第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のし
きい値より大きい場合、第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィー
ルド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得することとを含む。
【００１１】
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　第１の態様又は第１の態様の第１若しくは第２の可能な実装形態のうちの任意の１つに
関して、第１の態様の第３の可能な実装形態において、受信モジュールは、
　基地局によって送信された構成されたキャリアの量を受信するように更に構成され、
　送信モジュールが、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するよ
うに構成されることは、
　構成されたキャリアの量が第１のしきい値より大きい場合、ハイブリッド自動再送要求
の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット４を使用する
ことによって送信するか、又は、構成されたキャリアの量が第１のしきい値以下の場合、
ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネル
フォーマット３を使用することによって送信することを含む。
【００１２】
　第１の態様又は第１の態様の第１若しくは第２の可能な実装形態のうちの任意の１つに
関して、第１の態様の第４の可能な実装形態において、受信モジュールは、
　事前定義された物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を取得するように更に構成され、
　送信モジュールが、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するよ
うに構成されることは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポート
されるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値より大きい場合
、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネ
ルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、ハイブリッド自動再送要求の応
答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用すること
によって送信することを含む。
【００１３】
　第１の態様の第２から第４の可能な実装形態のうちの任意の１つに関して、第１の態様
の第５の可能な実装形態において、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きい
キャリアに対応する複数の第１のダウンリンク制御情報が存在する場合、
　受信モジュールが、第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィール
ド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するように構成されることは、
　第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリ
ンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのい
くつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得す
ることを含む。
【００１４】
　第１の態様の第５の可能な実装形態に関して、第１の態様の第６の可能な実装形態にお
いて、受信モジュールが、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣ
フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリ
ンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４
のリソース指標を取得するように構成されることは、
　第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のし
きい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数の
パリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティと同じである場合、第１のダウンリン
ク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得す
るか、又は、第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャ
リア量のしきい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキ
ャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティとは異なる場合、第１のダ
ウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース
指標を取得することを含む。
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【００１５】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実装形態に関して、第１の態様の第７の可能
な実装形態において、受信モジュールが、基地局によって送信された少なくとも１つの第
１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリン
ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
　第２のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリ
ンク制御情報を受信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスを取得することと、
　ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい場
合、ダウンリンク割当インデックスに対応する第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰ
Ｃフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得することとを含む。
【００１６】
　第１の態様の第７の可能な実装形態に関して、第１の態様の第８の可能な実装形態にお
いて、ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数の第１のダウンリ
ンク制御情報が存在する場合、
　受信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスに対応する第１のダウンリンク制御
情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するよう
に構成されることは、
　第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリ
ンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのい
くつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得す
ることを含む。
【００１７】
　第１の態様の第８の可能な実装形態に関して、第１の態様の第９の可能な実装形態にお
いて、受信モジュールが、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣ
フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリ
ンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４
のリソース指標を取得するように構成されることは、
　第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大
きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティと同じ
である場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割
当インデックスの総数を取得するか、又は、第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク
割当インデックスが第２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパ
リティが第２のしきい値のパリティとは異なる場合、第１のダウンリンク制御情報におけ
るＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得することを含む
。
【００１８】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実装形態に関して、第１の態様の第１０の可
能な実装形態において、受信モジュールが、基地局によって送信された少なくとも１つの
第１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、それぞれの第１のダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリ
ンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し、そ
れぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得するととも
に、それぞれの第１のダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総
数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得することを含む。
【００１９】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実装形態に関して、第１の態様の第１１の可
能な実装形態において、受信モジュールが、基地局によって送信された少なくとも１つの
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第１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、それぞれの第１のダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリ
ンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し、そ
れぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得するととも
に、１次コンポーネントキャリアによって搬送される第１のダウンリンク制御情報におけ
るダウンリンク割当インデックスの総数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの
総数を取得することを含む。
 
【００２０】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実装形態に関して、第１の態様の第１２の可
能な実装形態において、受信モジュールが、基地局によって送信された少なくとも１つの
第１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、それぞれの第１のダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリ
ンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するこ
とと、
　特殊スクランブリング処理が第１のダウンリンク制御情報の巡回冗長検査ＣＲＣ符号に
対して実施される場合、デスクランブリング処理を第１のダウンリンク制御情報に対して
実施するとともに、ダウンリンク割当インデックスの総数、及び第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスを取得することとを含む。
【００２１】
　第２の態様によれば、本発明の実施例は基地局を提供し、基地局は、
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成された送信
モジュールであって、それぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデック
スを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックス
の総数を更に搬送する、送信モジュールと、
　ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウ
ンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理
ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージを受信するように構成された受信モジュールと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制御情
報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得するように構成され
た処理モジュールとを含み、
　ダウンリンク制御情報は、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制御情
報を含み、それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックス
を搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデック
スを指示するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを
指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用されるか、
又はダウンリンク割当インデックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウ
ンリンク共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物
理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用され、ダウンリンク割
当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有
チャネルの量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルの量との合計である。
【００２２】
　第２の態様に関して、第２の態様の第１の可能な実装形態において、送信モジュールが
、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、それ
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ぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１
つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送すること
は、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定することと、
　ダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値
より大きい場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報における
送信電力制御ＴＰＣフィールドに設定することと、
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信することとを含む。
【００２３】
　第２の態様の第１の可能な実装形態に関して、第２の態様の第２の可能な実装形態にお
いて、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する複数のダ
ウンリンク制御情報が存在する場合、
　送信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報にお
ける送信電力制御ＴＰＣフィールドに設定するように構成されることは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけ
るＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨフォー
マット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィー
ルドに設定することを含む。
【００２４】
　第２の態様の第２の可能な実装形態に関して、第２の態様の第３の可能な実装形態にお
いて、送信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報
のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリンク制御チ
ャネルＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつ
かにおけるＴＰＣフィールドに設定するように構成されることは、
　ダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値
より大きく、かつダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第
１のキャリア量のしきい値のパリティと同じである場合、ダウンリンク割当インデックス
の総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は、ダウンリ
ンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きく
、かつダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第１のキャリ
ア量のしきい値のパリティとは異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を
ダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定することを含む。
【００２５】
　第２の態様に関して、第２の態様の第４の可能な実装形態において、送信モジュールが
、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、それ
ぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１
つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送すること
は、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定することと、
　ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい場
合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィー
ルドに設定することと、
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信することとを含む。
【００２６】
　第２の態様の第４の可能な実装形態に関して、第２の態様の第５の可能な実装形態にお
いて、ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数のダウンリンク制
御情報が存在する場合、
　送信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報にお
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けるＴＰＣフィールドに設定するように構成されることは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけ
るＴＰＣフィールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウ
ンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定することを含む。
【００２７】
　第２の態様の第５の可能な実装形態に関して、第２の態様の第６の可能な実装形態にお
いて、送信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報
のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット
４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに
設定するように構成されることは、
　ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きく、
かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティと同じである
場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィ
ールドに設定するか、又は、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第
２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい
値のパリティとは異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク
制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定することを含む。
【００２８】
　第２の態様に関して、第２の態様の第７の可能な実装形態において、送信モジュールが
、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、それ
ぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１
つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送すること
は、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデックスの総数をそれぞれのダウ
ンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールドに設定すると
ともに、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信することを含む。
【００２９】
　第２の態様に関して、第２の態様の第８の可能な実装形態において、送信モジュールが
、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、それ
ぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１
つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送すること
は、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデックスの総数を１次コンポーネ
ントキャリアによって搬送されるダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデ
ックスの総数フィールドに設定するとともに、少なくとも１つのダウンリンク制御情報を
ユーザ機器に送信することを含む。
【００３０】
　第２の態様に関して、第２の態様の第９の可能な実装形態において、送信モジュールが
、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、それ
ぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１
つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送すること
は、
　ダウンリンク割当インデックスの総数を少なくとも１つのダウンリンク制御情報に設定
するとともに、特殊スクランブリング処理を、ダウンリンク割当インデックスの総数を搬
送するダウンリンク制御情報の巡回冗長検査ＣＲＣ符号に対して実施して、スクランブル
されたダウンリンク制御情報を取得することと、
　ユーザ機器に、スクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理
が実施されないダウンリンク制御情報を送信することとを含み、
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　スクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理が実施されない
ダウンリンク制御情報の両方は、ダウンリンク割当インデックスを搬送する。
【００３１】
　第２の態様又は第２の態様の第１から第９の可能な実装形態のうちの任意の１つに関し
て、第２の態様の第１０の可能な実装形態において、ダウンリンク割当インデックスの総
数によって占有されたビットの量が５ビットより少ない場合、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数によって占有されたビットの量に対応する状態の量が取得され、ダウンリンク
割当インデックスの総数に対応する状態は、状態の量で割られたダウンリンク割当インデ
ックスの総数の余りを取得することによって取得され、ダウンリンク割当インデックスの
総数は、ダウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態を使用することによって表
される。
【００３２】
　第３の態様によれば、本発明の実施例は、制御情報を送信するための方法を提供し、方
法は、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するス
テップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデッ
クスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当イン
デックスの総数を更に搬送する、ステップと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウンリンク割当インデックスの総数
、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞ
れの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従って生成
するステップと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するステップとを含み、
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックスを搬送す
るダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示
するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する
物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用されるか、又はダウ
ンリンク割当インデックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用され、ダウンリンク割当インデ
ックスの総数は、全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル
の量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制
御チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制
御チャネルの量との合計である。
【００３３】
　第３の態様に関して、第３の態様の第１の可能な実装形態において、ハイブリッド自動
再送要求の応答メッセージを、ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１の
ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリ
ンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従って生成するステップは、
　それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルが正
確に復号されたかどうかに従って、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物
理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を別々に生成するステップと、
　全ての第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをソートすること
によってソート結果を取得し、第２のダウンリンク制御情報を、ソート結果及びダウンリ
ンク割当インデックスの総数に従って決定するとともに、第２のダウンリンク制御情報の
ダウンリンク割当インデックスを取得するステップであって、第２のダウンリンク制御情
報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報が、否定応答ＮＡＣＫであ
る、ステップと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御情
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報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク
制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成するス
テップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共
有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリ
ンク共有チャネルに対する応答情報の配置順序が、それぞれの第１のダウンリンク制御情
報のダウンリンク割当インデックス、及び第２のダウンリンク制御情報のダウンリンク割
当インデックスの順序と同じであり、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する
物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報に対
応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報が、ハイブリッド自動再送要求の
応答メッセージ内にある、ステップとを含む。
【００３４】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実装形態に関して、第３の態様の第２の可能
な実装形態において、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制
御情報を受信するステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウン
リンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、ダ
ウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　第１のキャリア量のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも１つの第
１のダウンリンク制御情報を受信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報
のダウンリンク割当インデックスを取得するステップと、
　第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のし
きい値より大きい場合、第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィー
ルド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するステップとを含む。
【００３５】
　第３の態様又は第３の態様の第１若しくは第２の可能な実装形態のうちの任意の１つに
関して、第３の態様の第３の可能な実装形態において、方法は、
　基地局によって送信された構成されたキャリアの量を受信するステップを更に含み、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するステップは、
　構成されたキャリアの量が第１のしきい値より大きい場合、ハイブリッド自動再送要求
の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット４を使用する
ことによって送信するか、又は、構成されたキャリアの量が第１のしきい値以下の場合、
ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネル
フォーマット３を使用することによって送信するステップを含む。
【００３６】
　第３の態様又は第３の態様の第１若しくは第２の可能な実装形態のうちの任意の１つに
関して、第３の態様の第４の可能な実装形態において、方法は、
　事前定義された物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を取得するステップを更に含み、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するステップは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポート
されるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値より大きい場合
、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネ
ルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、ハイブリッド自動再送要求の応
答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用すること
によって送信するステップを含む。
【００３７】
　第３の態様の第２から第４の可能な実装形態のうちの任意の１つに関して、第３の態様
の第５の可能な実装形態において、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きい
キャリアに対応する複数の第１のダウンリンク制御情報が存在する場合、
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　第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールド内のダウンリンク
割当インデックスの総数を取得するステップは、
　第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリ
ンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのい
くつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得す
るステップを含む。
【００３８】
　第３の態様の第５の可能な実装形態に関して、第３の態様の第６の可能な実装形態にお
いて、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウ
ンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうち
のいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取
得するステップは、
　第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のし
きい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数の
パリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティと同じである場合、第１のダウンリン
ク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得す
るか、又は、第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャ
リア量のしきい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキ
ャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティとは異なる場合、第１のダ
ウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース
指標を取得するステップを含む。
【００３９】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実装形態に関して、第３の態様の第７の可能
な実装形態において、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制
御情報を受信するステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウン
リンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、ダ
ウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　第２のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリ
ンク制御情報を受信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスを取得するステップと、
　ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい場
合、ダウンリンク割当インデックスに対応する第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰ
Ｃフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するステップとを含む。
【００４０】
　第３の態様の第７の可能な実装形態に関して、第３の態様の第８の可能な実装形態にお
いて、ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数の第１のダウンリ
ンク制御情報が存在する場合、
　ダウンリンク割当インデックスに対応する第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣ
フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するステップは、
　第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリ
ンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのい
くつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得す
るステップを含む。
【００４１】
　第３の態様の第８の可能な実装形態に関して、第３の態様の第９の可能な実装形態にお
いて、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウ
ンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうち
のいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取
得するステップは、
　第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大
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きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティと同じ
である場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割
当インデックスの総数を取得するか、又は、第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク
割当インデックスが第２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパ
リティが第２のしきい値のパリティとは異なる場合、第１のダウンリンク制御情報におけ
るＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得するステップを
含む。
【００４２】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実装形態に関して、第３の態様の第１０の可
能な実装形態において、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク
制御情報を受信するステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウ
ンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、
ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し、そ
れぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得するととも
に、それぞれの第１のダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総
数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するステップを含む。
【００４３】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実装形態に関して、第３の態様の第１１の可
能な実装形態において、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク
制御情報を受信するステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウ
ンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、
ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し、そ
れぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得するととも
に、１次コンポーネントキャリアによって搬送される第１のダウンリンク制御情報におけ
るダウンリンク割当インデックスの総数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの
総数を取得するステップを含む。
 
【００４４】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実装形態に関して、第３の態様の第１２の可
能な実装形態において、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク
制御情報を受信するステップであって、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウ
ンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、
ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するス
テップと、
　特殊スクランブリング処理が第１のダウンリンク制御情報の巡回冗長検査ＣＲＣ符号に
対して実施される場合、デスクランブリング処理を第１のダウンリンク制御情報に対して
実施するとともに、ダウンリンク割当インデックスの総数、及び第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスを取得するステップとを含む。
【００４５】
　第４の態様によれば、本発明の実施例は制御情報を送信するための方法を提供し、方法
は、
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、そ
れぞれのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも
１つのダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、
ステップと、
　ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウ
ンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理
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ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージを受信するステップと、
　ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制御情
報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得するステップとを含
み、
　ダウンリンク制御情報は、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制御情
報を含み、それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックス
を搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデック
スを指示するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを
指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用されるか、
又はダウンリンク割当インデックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウ
ンリンク共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物
理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用され、ダウンリンク割
当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有
チャネルの量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルの量との合計である。
【００４６】
　第４の態様に関して、第４の態様の第１の可能な実装形態において、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、それぞれのダウンリン
ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定するステップと、
　ダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値
より大きい場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報における
送信電力制御ＴＰＣフィールドに設定するステップと、
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップとを含む。
【００４７】
　第４の態様の第１の可能な実装形態に関して、第４の態様の第２の可能な実装形態にお
いて、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する複数のダ
ウンリンク制御情報が存在する場合、
　ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報における送信電力制御Ｔ
ＰＣフィールドに設定するステップは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけ
るＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨフォー
マット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィー
ルドに設定するステップを含む。
【００４８】
　第４の態様の第２の可能な実装形態に関して、第４の態様の第３の可能な実装形態にお
いて、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかに
おけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨフ
ォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフ
ィールドに設定するステップは、
　ダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値
より大きく、かつダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第
１のキャリア量のしきい値のパリティと同じである場合、ダウンリンク割当インデックス
の総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は、ダウンリ
ンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きく
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、かつダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第１のキャリ
ア量のしきい値のパリティとは異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を
ダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定するステップを含む。
【００４９】
　第４の態様に関して、第４の態様の第４の可能な実装形態において、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、それぞれのダウンリン
ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定するステップと、
　ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい場
合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィー
ルドに設定するステップと、
　少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップとを含む。
【００５０】
　第４の態様の第４の可能な実装形態に関して、第４の態様の第５の可能な実装形態にお
いて、ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数のダウンリンク制
御情報が存在する場合、
　ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィール
ドに設定するステップは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけ
るＴＰＣフィールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウ
ンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するステップを含む
。
【００５１】
　第４の態様の第５の可能な実装形態に関して、第４の態様の第６の可能な実装形態にお
いて、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかに
おけるＴＰＣフィールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を
ダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するステップは
、
　ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きく、
かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティと同じである
場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィ
ールドに設定するか、又は、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第
２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい
値のパリティとは異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク
制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定するステップを含む。
【００５２】
　第４の態様に関して、第４の態様の第７の可能な実装形態において、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、それぞれのダウンリン
ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデックスの総数をそれぞれのダウ
ンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールドに設定すると
ともに、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップを含む
。
【００５３】
　第４の態様に関して、第４の態様の第８の可能な実装形態において、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、それぞれのダウンリン



(24) JP 6526231 B2 2019.6.5

10

20

30

40

50

ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞれのダウン
リンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデックスの総数を１次コンポーネ
ントキャリアによって搬送されるダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデ
ックスの総数フィールドに設定するとともに、少なくとも１つのダウンリンク制御情報を
ユーザ機器に送信するステップを含む。
【００５４】
　第４の態様に関して、第４の態様の第９の可能な実装形態において、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するステップであって、それぞれのダウンリン
ク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク
制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する、ステップは、
　ダウンリンク割当インデックスの総数を少なくとも１つのダウンリンク制御情報に設定
するとともに、特殊スクランブリング処理を、ダウンリンク割当インデックスの総数を搬
送するダウンリンク制御情報の巡回冗長検査ＣＲＣ符号に対して実施して、スクランブル
されたダウンリンク制御情報を取得するステップと、
　ユーザ機器に、スクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理
が実施されないダウンリンク制御情報を送信するステップとを含み、
　スクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理が実施されない
ダウンリンク制御情報の両方は、ダウンリンク割当インデックスを搬送する。
【００５５】
　第４の態様又は第４の態様の第１から第９の可能な実装形態のうちの任意の１つに関し
て、第４の態様の第１０の可能な実装形態において、ダウンリンク割当インデックスの総
数によって占有されたビットの量が５ビットより少ない場合、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数によって占有されたビットの量に対応する状態の量が取得され、ダウンリンク
割当インデックスの総数に対応する状態は、状態の量で割られたダウンリンク割当インデ
ックスの総数の余りを取得することによって取得され、ダウンリンク割当インデックスの
総数は、ダウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態を使用することによって表
される。
【００５６】
　本発明の実施例における制御情報を送信するための方法、ユーザ機器、及び装置によれ
ば、ユーザ機器の受信モジュールは、基地局によって送信された少なくとも１つの第１の
ダウンリンク制御情報を受信し、ここで、それぞれの第１のダウンリンク制御情報は、ダ
ウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報は
、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送し、並びに、ユーザ機器の処理モジュ
ールは、ダウンリンク割当インデックスの総数、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスに従って、ユーザ機器自体によって見逃されたダウ
ンリンク制御情報を決定することができ、それぞれの受信された第１のダウンリンク制御
情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに関するハイブリッド自動再送要求の応答
メッセージを更に生成し、ここで、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージは、基地
局によって送信された全てのダウンリンク制御情報に対するユーザ機器の応答情報を含む
。したがって、基地局は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを正確に復号する
ことができる。加えて、実施例におけるユーザ機器は、ユーザ機器による無駄な情報フィ
ードバックを効果的に低減することができ、アップリンク制御情報の伝送パフォーマンス
を更に改善することができる。
【００５７】
　本発明の実施例における、又は従来技術における技術的解決法をより明確に説明するた
めに、下記は、実施例又は従来技術を説明するために要求される添付の図面を簡単に説明
する。明らかに、下記の説明における添付の図面は、本発明のいくつかの実施例を示し、
当業者は、他の図面をこれらの添付の図面から、創造的な努力をすることなく、更に導き
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出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明による第１のユーザ機器の実施例の概略構造図である。
【図２】本発明による第１の基地局の実施例の概略構造図である。
【図３】本発明による制御情報を送信するための方法の第１の実施例の流れ図である。
【図４】本発明による制御情報を送信するための方法の第２の実施例の流れ図である。
【図５】本発明による制御情報を送信するための方法の第３の実施例の流れ図である。
【図６】本発明による制御情報を送信するための方法の第４の実施例の流れ図である。
【図７】本発明による制御情報を送信するための方法の第５の実施例の流れ図である。
【図８】本発明による制御情報を送信するための方法の第６の実施例の流れ図である。
【図９】本発明による制御情報を送信するための方法の第７の実施例の流れ図である。
【図１０】本発明による制御情報を送信するための方法の第８の実施例の流れ図である。
【図１１】本発明による制御情報を送信するための方法の第９の実施例の流れ図である。
【図１２】本発明による制御情報を送信するための方法の第１０の実施例の流れ図である
。
【図１３】本発明による制御情報を送信するための方法の第１１の実施例の流れ図である
。
【図１４】本発明による制御情報を送信するための方法の第１２の実施例の流れ図である
。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　本発明の実施例の目的、技術的解決法、及び利点をより明白にするために、下記は、本
発明の実施例における技術的解決法を、本発明の実施例における添付の図面を参照しなが
ら、明確かつ十分に説明する。明らかに、説明された実施例は、本発明の実施例のうちの
いくつかであるが全てではない。当業者によって、本発明の実施例に基づいて、創造的な
努力をすることなく取得された全ての他の実施例は、本発明の保護範囲内に含まれるもの
とする。
【００６０】
　本発明の実施例は、基地局とユーザ機器との間で送信する制御情報に関し、主に現行の
キャリアアグリゲーションアーキテクチャに基づく。具体的には、基地局は、制御情報を
ユーザ機器に伝達するとともに、制御情報は、スケジューリング情報を搬送することがで
きる。ユーザ機器は、データ受信処理又はデータ送信処理を、スケジューリング情報に従
って実施し、フィードバック処理結果を基地局に、ＰＵＣＣＨを使用することによって送
信する。現行のＬＴＥ技術におけるキャリアアグリゲーションモードにおいて、ＰＵＣＣ
Ｈの送信モードは、２つのモード、即ち、チャネル選択モード及びＰＵＣＣＨフォーマッ
ト３を含む。チャネル選択モードでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバックは、ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット１ａ／１ｂを使用することによって実施される。しかし、チャネル選択モ
ードは、最大値で２つのキャリアのキャリアアグリゲーションをサポートし、したがって
、ＣＡモードの応用シナリオにおいて比較的制限される。ＰＵＣＣＨフォーマット３モー
ドは、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭの送信構造を使用し、最大で２０個のＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝
送をサポートすることができ、５つのキャリアのＴＤＤ　ＣＡをサポートすることができ
る。現行のＴＤＤネットワークに対して導入された主流のＴＤＤアップリンク－ダウンリ
ンク構成２が、一例として使用される。具体的には、ＬＴＥシステムにおける異なるＴＤ
Ｄアップリンク－ダウンリンク構成に関して、表１を参照されたい。ＴＤＤシステムにお
けるＰＤＳＣＨとＰＤＳＣＨに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫとの間の時系列の関係に関して
、表２を参照されたい。１つのキャリアのアップリンクサブフレーム２は、４個のＡＣＫ
／ＮＡＣＫビットのフィードバックをサポートすることができ、ＴＤＤアップリンク－ダ
ウンリンク構成２を用いる５つのキャリアのＣＡは、２０個のＡＣＫ／ＮＡＣＫビットに
なる。さらなる進化と共に、今では、ＬＴＥ技術が３２個のキャリアのアグリゲーション
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ーションの場合、もし１次コンポーネントキャリアのＴＤＤアップリンク－ダウンリンク
構成が２であり、かつ４つの２次コンポーネントキャリアのアップリンク－ダウンリンク
構成が全て５であるならば、４＋９×４＝４０ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫがフィードバッ
クされる必要がある。ＴＤＤ－ＦＤＤキャリアアグリゲーションのシナリオにおいて、Ｔ
ＤＤキャリアは１次コンポーネントキャリアであり、構成はＴＤＤ構成５であり、他のキ
ャリアはＦＤＤキャリアである。アップリンク１次コンポーネントキャリアでフィードバ
ックされる必要があるＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの最大量は、９＋１０×３１＝３１９ｂｉ
ｔｓである。即ち、フィードバックされる必要があるＨＡＲＱ－ＡＣＫが、構成されたキ
ャリアの量に依然として基づく場合、３２個のキャリアが構成されるユーザに対して、３
１９ｂｉｔｓが常にフィードバックされる必要がある。実際に、ただ１つのサブフレーム
が、１つのキャリア上で、特定のダウンリンクサブフレームに対応するダウンリンクサブ
フレームのセット内でスケジュールされるとき、３１９ｂｉｔｓが依然としてフィードバ
ックされる必要がある。３１９ｂｉｔｓのうちの１ビットだけが有効な情報であり、他の
ビットは不必要なオーバヘッドである。加えて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットが（２０などの
）指定されたビット量を越えるとき、ＲＭコードなどの線形ブロック符号を依然として使
用することによって取得されたパフォーマンスは良くなく、その結果、畳み込み符号を使
用する確度は高くなる。しかし、畳み込み符号が使用されるとき、一般に、ＣＲＣが追加
される必要がある。ＣＲＣが追加される場合、畳み込み符号は、線形ブロック符号が行う
ような手段で復号パフォーマンスを改善するために、先験的情報（スケジュールされない
キャリアに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫビットは既知であり、先験的情報として使用される
ことができる）を使用することにより最尤検出を実施するために使用されることができな
い。したがって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックに要求されるコードブックの量は、構
成されたキャリアのセット内のキャリアの量に基づいて決定される。複数のダウンリンク
キャリア上のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックに対するコードブックの量（即ち、情報ビ
ット量の総数）が、システム内の半静的に構成されたＤＬ　ＣＣのセット、又はアクティ
ブキャリアのセット内のキャリアの量に基づく計算を用いて取得される場合、結果的に、
ＵＥは、一般に、（ビット０などの）パディングビットを、対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが
フィードバックされる必要のない複数のダウンリンクキャリアに対する元情報ビットとし
て使用し、ジョイント符号化を、パディングビット、及び、ＵＣＩが実際にフィードバッ
クされる必要があるダウンリンクキャリアに対する元情報ビットに対して実施して、１つ
のＰＵＣＣＨ又はＰＵＳＣＨで伝送を実施し、このことは、無駄な情報を伝送するための
電力を浪費するだけでなく、実際にフィードバックされる必要があるＵＣＩの伝送パフォ
ーマンスを悪化させる。本発明において、下記の実施例における制御情報を送信するため
の方法は、前述の問題を効果的に解決するために使用されることができる。具体的な実装
形態に関しては、下記の実施例における詳細な解説及び説明を参照されたい。
【００６１】
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【表１】

【００６２】
【表２】

【００６３】
　図１は、本発明による第１のユーザ機器の実施例の概略構造図である。図１に示された
ように、本実施例におけるユーザ機器は、受信モジュール１１、処理モジュール１２、及
び送信モジュール１３を含み得る。受信モジュール１１は、基地局によって送信された少
なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、ここで、それぞ
れの第１のダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくと
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も１つの第１のダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬
送する。処理モジュール１２は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウン
リンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク
割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリ
ンク共有チャネルに従って生成するように構成される。送信モジュール１３は、ハイブリ
ッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するように構成される。
【００６４】
　ダウンリンク割当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制御情報に対応する物理
ダウンリンク共有チャネルの量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリース（do
wnlink　semi-persistent　scheduling）を指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量
、又は全てのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウ
ンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量
との合計である。
【００６５】
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックスを搬送す
るダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示
するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する
物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用されるか、又はダウ
ンリンク割当インデックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用される。
【００６６】
　具体的には、基地局によって送信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウ
ンリンク割当インデックスは、第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネルのインデックスを指示し、それに対応して、ダウンリンク割当インデックス
の総数は、全ての第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル
の量である。或いは、基地局によって送信された全ての第１のダウンリンク制御情報のダ
ウンリンク割当インデックスのうちのいくつかは、第１のダウンリンク制御情報に対応す
る物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示し、いくつかは、ダウンリンク準
永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックス
を指示し、それに対応して、ダウンリンク割当インデックスの総数は、全ての第１のダウ
ンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量と、ダウンリンク準永続
スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量の合計である。
或いは、基地局によって送信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスは、ダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダ
ウンリンク制御チャネルのインデックスを指示し、それに対応して、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数は、ダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウ
ンリンク制御チャネルの量である。要するに、ダウンリンク割当インデックス（Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｉｎｄｅｘ，略してＤＡＩ）は、１つ又は複数のスケ
ジュールされたキャリア上のダウンリンク関連サブフレームのセット内で割り当てられた
ＰＤＳＣＨ、及びダウンリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨの累
積的な量を表すために使用される。ダウンリンク割当インデックスの総数は、スケジュー
ルされたＰＤＳＣＨを指示するＰＤＣＣＨ、及び／又はＳＰＳリリースを指示するＰＤＣ
ＣＨの総量を表すために使用される。
【００６７】
　ダウンリンク割当インデックスの総数のビット量、及びダウンリンク割当インデックス
のビット量は、２ビットから８ビットのうちの任意の１つであり得ることに留意されたい
。
【００６８】
　本実施例におけるユーザ機器は、最初に、基地局によって送信されたそれぞれの第１の
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ダウンリンク制御情報を受信し、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウン
リンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク
割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリ
ンク共有チャネルに従って更に生成し、ここで、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセ
ージ内の応答情報の量は、ダウンリンク割当インデックスの総数と同じである。ユーザ機
器は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。ユーザ機器は、
基地局によって送信されたダウンリンク割当インデックスの総数を受信できるので、ユー
ザ機器は、ダウンリンク割当インデックスの総数、及びそれぞれの第１のダウンリンク制
御情報のダウンリンク割当インデックスに従って、ユーザ機器自体によって見逃されたダ
ウンリンク制御情報を決定することができ、それぞれの受信された第１のダウンリンク制
御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに関するハイブリッド自動再送要求の応
答メッセージを更に生成することができる。ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージ
は、基地局によって送信された全てのダウンリンク制御情報に対するユーザ機器のフィー
ドバック応答を含む。基地局によって送信された全てのダウンリンク制御情報は、ユーザ
機器によって受信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報を含み、ユーザ機器によ
って見逃されたダウンリンク制御情報を更に含む。
【００６９】
　例えば、ユーザ機器によって受信された全ての第１のダウンリンク制御情報のダウンリ
ンク割当インデックスが、それぞれ１、３、４、及び６であり、ダウンリンク割当インデ
ックスの総数が７である場合、見逃されたダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数、及び全ての第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデッ
クスに従って決定されることができ、見逃されたダウンリンク制御情報のダウンリンク割
当インデックスは、２、５、及び７である。
【００７０】
　ユーザ機器によって基地局に送信されたハイブリッド自動再送要求の応答メッセージ内
の応答情報の量は、ダウンリンク割当インデックスの総数と同じなので、ユーザ機器での
検出漏れのために、基地局が、ユーザ機器によってフィードバックされたハイブリッド自
動再送要求の応答メッセージを正確に復号できないという問題は、効果的に解決されるこ
とができる。ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージ内の応答情報は、ＡＣＫ又はＮ
ＡＣＫであり、応答情報の量は、ＡＣＫ及び／又はＮＡＣＫの総量である。「ＡＣＫ及び
／又はＮＡＣＫ」は、ＡＣＫ若しくはＮＡＣＫ、又はＡＣＫ及びＮＡＣＫを表す。
【００７１】
　さらに、処理モジュール１２が、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウ
ンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウン
リンク共有チャネルに従って生成するように構成される具体的な実装形態は、ユーザ機器
が、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルが
正確に復号されたかどうかに従って、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する
物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を別々に生成すること、全ての第１のダ
ウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをソートすることによってソート結
果を取得し、第２のダウンリンク制御情報を、ソート結果及びダウンリンク割当インデッ
クスの総数に従って決定し、第２のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデック
スを取得し、ここで、第２のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネルに対する応答情報は、否定応答ＮＡＣＫであること、並びに、ハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウン
リンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報に対応する物理
ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成し、ここで、それぞれの第１の
ダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び
第２のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報
の配置順序は、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス
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、及び第２のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスの順序と同じであり
、ここで、それぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共
有チャネルに対する応答情報は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージ内にあるこ
と、であり得る。
【００７２】
　第２のダウンリンク制御情報は、見逃されたダウンリンク制御情報であり、第２のダウ
ンリンク制御情報と第１のダウンリンク制御情報の両方は、基地局によってユーザ機器に
送信されたダウンリンク制御情報である。相違は、基地局が複数のダウンリンク制御情報
をユーザ機器に送信する場合に、ユーザ機器で検出漏れが発生するという点にある。本明
細書では、ユーザ機器によって見逃されたダウンリンク制御情報は、第２のダウンリンク
制御情報と呼ばれ、第１のダウンリンク制御情報と区別される。
【００７３】
　具体的には、最初にユーザ機器は、それぞれの受信された第１のダウンリンク制御情報
に対応する物理ダウンリンク共有チャネルが正確に復号されたかどうかに従って、それぞ
れの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答
情報を生成し、ここで、応答情報は、正確な復号に対する肯定応答情報ＡＣＫ、及び不正
確な復号に対する否定応答情報ＮＡＣＫを含む。次にユーザ機器は、全ての第１のダウン
リンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをソートすることによってソート結果を
取得し、ここで、ソート結果は、ダウンリンク割当インデックスを昇順にソートするもの
であり得るか、又はダウンリンク割当インデックスを降順にソートするものであり得ると
ともに、受信された第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをソー
トすることにより取得されたソート結果、及びダウンリンク割当インデックスの総数を使
用することによって、見逃された第２のダウンリンク制御情報、及び第２のダウンリンク
制御情報のダウンリンク割当インデックスを決定することができる。第２のダウンリンク
制御情報がユーザ機器によって見逃されるので、第２のダウンリンク制御情報に対応する
物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報は、否定応答情報ＮＡＣＫだけである。
さらに、ユーザ機器は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを生成し、ここで、
ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージは、第１のダウンリンク制御情報に対応する
物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリンク制御情報に対
応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を含む。加えて、ハイブリッド自
動再送要求の応答メッセージ内の前述の応答情報の配置順序は、全てのダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスの配置順序と同じであり、ダウンリンク制御情報は
、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制御情報を含む。
 
【００７４】
　例えば、ユーザ機器が５つのＤＣＩを受信し、全てのＤＣＩのＤＡＩがそれぞれ３、１
、４、６、及び７であり、受信されたダウンリンク割当インデックスの総数が９である場
合、最初に、ユーザ機器は、応答情報を、受信されたＤＣＩに対応するＰＤＳＣＨが正確
に復号されたかどうかに従って生成する。本明細書において、復号が全て正確であると仮
定すると、応答情報は全て１である。次に、ユーザ機器は、受信されたＤＣＩのＤＡＩを
ソートし、ソート結果は、１、３、４、６、及び７であり、対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫは
、１１１１１になる。このケースでは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、見逃された情報に対する応
答情報を含まない。本発明の本実施例における方法によれば、ソート結果及びダウンリン
ク割当インデックスの総数９に従って、ダウンリンク割当インデックスが、２、５、８、
及び９であるダウンリンク制御情報が見逃され、見逃されたダウンリンク制御情報に対す
る応答情報は、全て０であるということが決定されることができる。その後、ユーザ機器
は、検出されたダウンリンク制御情報及び見逃されたダウンリンク制御情報に対する応答
情報に従って、基地局に最後に送信されることになっているＨＡＲＱ－ＡＣＫを生成し、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫは１０１１０１１００になる。



(31) JP 6526231 B2 2019.6.5

10

20

30

40

50

【００７５】
　本実施例では、ユーザ機器の受信モジュールは、基地局によって送信された少なくとも
１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し、ここで、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報は、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリン
ク制御情報は、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送し、並びに、ユーザ機器
の処理モジュールは、ダウンリンク割当インデックスの総数、及びそれぞれの第１のダウ
ンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに従って、ユーザ機器自体によって見
逃されたダウンリンク制御情報を決定することができ、それぞれの受信された第１のダウ
ンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに関するハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージを更に生成し、ここで、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセ
ージは、基地局によって送信された全てのダウンリンク制御情報に対するユーザ機器の応
答情報を含む。したがって、基地局は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを正
確に復号することができる。加えて、本実施例におけるユーザ機器は、ユーザ機器による
無駄な情報フィードバックを効果的に低減することができ、アップリンク制御情報の伝送
パフォーマンスを更に改善することができる。
【００７６】
　本発明の前述のユーザ機器の実施例において、ユーザ機器によってフィードバックされ
る無駄な情報を効果的に低減し、アップリンク制御情報の伝送パフォーマンスを改善する
技術的な効果は、下記のように解説され、説明される。具体的には、本発明の前述のユー
ザ機器の実施例の基礎は、基地局によってスケジュールされたダウンリンク割当インデッ
クスの総数がユーザ機器に送信され、ユーザ機器は、基地局によってスケジュールされた
情報に関するフィードバックを実施することだけが必要であるということなので、フィー
ドバックされる無駄な情報は、効果的に低減されることができる。本明細書では、ＦＤＤ
キャリアアグリゲーションにおいて、３２個のダウンリンクキャリアが、ユーザ機器に対
して構成されるが、これらのうちの６個のダウンリンクキャリアだけが、ユーザ機器に対
してスケジュールされる例を使用することによって、説明が行われる。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
が構成されたキャリアの既存の量に基づいてフィードバックされる場合、３２個のダウン
リンクキャリアがユーザ機器に対して構成されるので、ユーザ機器は、３２ビットのＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫをフィードバックする必要がある。本明細書では、１つのキャリアが１ビッ
トのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するということが、例示的な説明のために使用される。本発
明の前述のユーザ機器の実施例における方法を使用することによって、ユーザ機器は、６
ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫだけをフィードバックする必要があり、その結果、２６ビット
のオーバヘッドが効果的に低減されることができる。
 
【００７７】
　本発明の第１のユーザ機器の実施例において、受信モジュール１１が、基地局によって
送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するように構成され、こ
こで、それぞれの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送
し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの
総数を更に搬送することは、複数の異なる具体的な実装形態を有することができる。即ち
、ユーザ機器が第１のダウンリンク制御情報内で搬送されるダウンリンク割当インデック
スの総数を具体的に取得する方法に関する、複数の異なる具体的な実装形態が存在する。
下記は、具体的な解説及び説明のために５つの異なる実装形態を使用する。
【００７８】
　本発明の第２のユーザ機器の実施例において、具体的には、本発明の第２のユーザ機器
の実施例の概略構造図は、前述の第１のユーザ機器の実施例の概略構造図と同じ構造を使
用することができる。相違は、本発明の第２のユーザ機器の実施例における受信モジュー
ル１１は、第１のキャリア量のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも
１つの第１のダウンリンク制御情報を受信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク
制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得し、第１のダウンリンク制御情報に対応
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するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きい場合、第１のダウン
リンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデック
スの総数を取得するように具体的に構成されるという点にある。
【００７９】
　即ち、受信モジュール１１は、第１のダウンリンク制御情報を搬送するキャリアのキャ
リア数が、第１のキャリア量のしきい値より大きいとき、第１のダウンリンク制御情報に
おけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を具体的に取得する。
【００８０】
　任意選択で、第１のキャリア量のしきい値を設定する前に、受信モジュール１１は、基
地局によって送信された第１のキャリア量のしきい値を受信するように更に構成される。
即ち、第１のキャリア量のしきい値は、標準若しくはシステムにおいて設定される値であ
り得るか、又は基地局によりシグナリングを使用することによってユーザ機器に通知され
得る。ＴＤＤキャリアアグリゲーションの場合、第１のキャリア量のしきい値は５であり
得る。ＦＤＤキャリアアグリゲーションの場合、第１のキャリア量のしきい値は１０、２
０、又は同様のものであり得る。
【００８１】
　さらに、処理モジュール１２がハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを生成した
後、送信モジュール１３は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信
する必要があり、具体的には、下記の２つの送信手法が存在する。
【００８２】
　第１の手法では、ユーザ機器の受信モジュール１１は、基地局によって送信された構成
されたキャリアの量を更に受信するように構成される。それに対応して、送信モジュール
１３が、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するように構成され
ることは、具体的には、下記のように、構成されたキャリアの量が第１のしきい値より大
きい場合、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制
御チャネルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、構成されたキャリ
アの量が第１のしきい値以下の場合、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地
局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用することによって送信するこ
とであり得る。
【００８３】
　具体的には、第１のしきい値は５であり得る。既存の標準においてＰＵＣＣＨフォーマ
ット３によってサポートされる最大のＨＡＲＱ－ＡＣＫのビット量は、２１ｂｉｔｓ、又
は２０ｂｉｔｓ、又は２２ｂｉｔｓであり、それに対応して、５つのキャリアのアグリゲ
ーションをサポートする。ユーザ機器に対して構成される構成されたキャリアの量が５よ
り大きいとき、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、新しいＰＵＣＣＨフォーマット（ＰＵＣＣＨフォー
マット４）を使用することによって送信される。ユーザ機器に対して構成される構成され
たキャリアの量が５以下のとき、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用
することによって送信される。
【００８４】
　第２の手法では、ユーザ機器の処理モジュール１２は、事前定義された物理アップリン
ク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット
量のしきい値を取得するように更に構成される。それに対応して、送信モジュール１３が
、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信するように構成されること
は、ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポー
トされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値より大きい場
合、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャ
ネルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は、ダウンリンク割当インデ
ックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、ハイブリッド自動再送要求の
応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット３を使用するこ
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とによって送信することを含む。
【００８５】
　具体的には、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを送信する従前の手法とは異
なり、ユーザ機器は、基地局によって送信された構成されたキャリアの量のしきい値を受
信することができ、ここで、構成されたキャリアの量のしきい値は５であることができ、
即ち、値は前述の第１のしきい値と同じであることができ、そしてユーザ機器は、構成さ
れたキャリアの量のしきい値に従って、物理アップリンク共有チャネル上でサポートされ
るハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を取得することがで
きる。確かに、さらに、物理アップリンク共有チャネル上でサポートされるハイブリッド
自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値は、プロトコルで、又は標準で設定
され得る。ユーザ機器は、ダウンリンク割当インデックスの総数と、物理アップリンク共
有チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量の
しきい値との間の規模の関係を使用することにより、ハイブリッド自動再送要求の応答メ
ッセージを、ＰＵＣＣＨフォーマット４又はＰＵＣＣＨフォーマット３を使用することに
よって送信すべきかどうかを決定する。ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビ
ット量のしきい値は、２１ｂｉｔｓ、２０ｂｉｔｓ、又は２２ｂｉｔｓであり得る。加え
て、１次コンポーネントキャリアだけがスケジュールされる場合、ハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージは、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂ、又はチャネル選択を伴う
ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂを使用することによって送信され得ることに更に留意
されたい。ユーザ機器は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、前述の手法で
送信することができることに留意されたい。しかしながら、ユーザ機器がダウンリンク割
当インデックスの総数を受信せず、その場合に、ユーザ機器が、ハイブリッド自動再送要
求の応答メッセージを、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用することによって直接送信する
ことができる場合が存在する。
【００８６】
　任意選択で、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する
複数の第１のダウンリンク制御情報が存在する場合、ユーザ機器の受信モジュール１１が
、第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールド内のダウンリンク
割当インデックスの総数を取得するように構成される具体的な実装形態は、下記のように
、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリ
ンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのい
くつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得す
ることであり得る。さらに、受信モジュール１１が、第１のダウンリンク制御情報のうち
のいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得す
るか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内の
ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得するように構成されることは、さらに、
具体的には、下記のように、第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア
数が第１のキャリア量のしきい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応す
るキャリアのキャリア数のパリティが、第１のキャリア量のしきい値のパリティと同じで
ある場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当
インデックスの総数を取得するか、又は、第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリ
アのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御
情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリテ
ィとは異なる場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣ
Ｈフォーマット４のリソース指標を取得することであり得る。キャリア数が第１のキャリ
ア量のしきい値より大きいキャリアに対応するただ１つの第１のダウンリンク制御情報が
存在する場合、ダウンリンク割当インデックスの総数は、第１のダウンリンク制御情報に
おけるＴＰＣフィールド内で取得され、ＰＵＣＣＨフォーマットのリソース指標は、デフ
ォルトのＰＵＣＣＨフォーマットのリソース指標を使用することができることに留意され
たい。
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【００８７】
　本発明の第３のユーザ機器の実施例において、具体的には、本発明の第３のユーザ機器
の実施例の概略構造図は、前述の第１のユーザ機器の実施例の概略構造図と同じ構造を使
用することができる。相違は、本発明の第３のユーザ機器の実施例における受信モジュー
ル１１は、第２のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも１つの第１の
ダウンリンク制御情報を受信するとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダ
ウンリンク割当インデックスを取得し、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデ
ックスが第２のしきい値より大きい場合、ダウンリンク割当インデックスに対応する第１
のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの
総数を取得するように具体的に構成されるという点にある。
【００８８】
　任意選択で、ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数の第１の
ダウンリンク制御情報が存在する場合、受信モジュール１１が、ダウンリンク割当インデ
ックスに対応する第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリン
ク割当インデックスの総数を取得するように構成されることは、具体的には、下記のよう
に、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウン
リンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちの
いくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得
することであり得る。さらに、受信モジュール１１が、第１のダウンリンク制御情報のう
ちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得
するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内
のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得するように構成されることは、具体的
には、下記のように、第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第
２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい
値のパリティと同じである場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド
内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は、第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割
当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティとは異なる場合、第１のダウンリ
ンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を
取得することであり得る。
【００８９】
　本発明の第４のユーザ機器の実施例において、具体的には、本発明の第４のユーザ機器
の実施例の概略構造図は、前述の第１のユーザ機器の実施例の概略構造図と同じ構造を使
用することができる。相違は、本発明の第４のユーザ機器の実施例における受信モジュー
ル１１は、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得す
るとともに、それぞれの第１のダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデッ
クスの総数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するように具体的
に構成されるという点にある。
【００９０】
　本発明の第５のユーザ機器の実施例において、具体的には、本発明の第５のユーザ機器
の実施例の概略構造図は、前述の第１のユーザ機器の実施例の概略構造図と同じ構造を使
用することができる。相違は、本発明の第５のユーザ機器の実施例における受信モジュー
ル１１は、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得す
るとともに、１次コンポーネントキャリアによって搬送される第１のダウンリンク制御情
報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールド内のダウンリンク割当インデ
ックスの総数を取得するように具体的に構成されるという点にある。
【００９１】
　本発明の第６のユーザ機器の実施例において、具体的には、本発明の第６のユーザ機器
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の実施例の概略構造図は、前述の第１のユーザ機器の実施例の概略構造図と同じ構造を使
用することができる。相違は、本発明の第６のユーザ機器の実施例における受信モジュー
ル１１が、基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を受
信するとともに、特殊スクランブリング処理が、第１のダウンリンク制御情報の巡回冗長
検査（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ，略してＣＲＣ）符号に対して
実施される場合、デスクランブリング処理を、第１のダウンリンク制御情報に対して実施
し、ダウンリンク割当インデックスの総数、及び第１のダウンリンク制御情報のダウンリ
ンク割当インデックスを取得するように具体的に構成されるという点にある。特殊スクラ
ンブリング処理が第１のダウンリンク制御情報のＣＲＣに対して実施されない場合、第１
のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスだけが取得され得ることが理解
されよう。
【００９２】
　本発明の本実施例は、ダウンリンク割当インデックスの総数が、前述の条件を満たす第
１のダウンリンク制御情報において取得されるケースに限定されないことに留意されたい
。本発明において開示された内容に基づいて、当業者は、ダウンリンク割当インデックス
の総数を、別の代替手法で取得することができる。さらに、本発明の本実施例は、ダウン
リンク割当インデックスの総数が、ＴＰＣフィールド、又は新たに追加されたダウンリン
ク割当インデックスの総数フィールドのいずれかにおいて取得される前述のケースに限定
されない。ダウンリンク割当インデックスの総数は、既存の第１のダウンリンク制御情報
における別のフィールド内で取得され得るか、又はダウンリンク割当インデックスの総数
は、別の新たに追加されたフィールド内で取得され得ることが理解されよう。
【００９３】
　第１のユーザ機器の実施例に基づいて、本発明の第２から第６のユーザ機器の実施例に
おいて、ダウンリンク割当インデックスの総数は、前述の５つの異なる手法で更に取得さ
れる。したがって、本発明の第２から第６のユーザ機器の実施例では、第１のユーザ機器
の実施例における技術的な効果と同じである技術的な効果が取得されることができる一方
、下記の技術的な効果が更に存在する。前述の５つの手法全てにおいて、ダウンリンク割
当インデックスの総数は、既存のシグナリングを使用することによって取得される。した
がって、追加のシグナリングのオーバヘッドは増加されない。
【００９４】
　図２は、本発明による第１の基地局の実施例の概略構造図である。図２に示されたよう
に、本実施例における基地局は、送信モジュール２１、受信モジュール２２、及び処理モ
ジュール２３を含み得る。送信モジュール２１は、少なくとも１つのダウンリンク制御情
報をユーザ機器に送信するように構成され、ここで、それぞれのダウンリンク制御情報は
、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク制御情報は、
ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送する。受信モジュール２２は、ダウンリ
ンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割
当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリン
ク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリッド自動再送要求の応答
メッセージを受信するように構成される。処理モジュール２３は、ハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制御情報に対応する物理ダウン
リンク共有チャネルに対する応答情報を取得するように構成される。
【００９５】
　ダウンリンク制御情報は、第１のダウンリンク制御情報及び第２のダウンリンク制御情
報を含む。ダウンリンク割当インデックスの総数は、全てのダウンリンク制御情報に対応
する物理ダウンリンク共有チャネルの量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリ
ースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量、又は全てのダウンリンク制御情報に
対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量とダウンリンク準永続スケジューリングリリ
ースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量との合計である。
【００９６】
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　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックスを搬送す
るダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示
するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する
物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用されるか、又はダウ
ンリンク割当インデックスを搬送するダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネル、及びダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウン
リンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用される。
【００９７】
　本実施例では、基地局の送信モジュールは、少なくとも１つのダウンリンク制御情報を
ユーザ機器に送信し、ここで、それぞれのダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当イ
ンデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当イン
デックスの総数を更に搬送する。次に、基地局の受信モジュールは、端末によって送信さ
れたハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを受信し、ここで、ハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージは、ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダ
ウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリン
ク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信さ
れたハイブリッド自動再送要求の応答メッセージであり、並びに、ハイブリッド自動再送
要求の応答メッセージは、基地局によって送信された全てのダウンリンク制御情報に対す
るユーザ機器の応答情報を含む。さらに、基地局の処理モジュールは、ハイブリッド自動
再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリンク制御情報に対応する物理ダ
ウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得することができる。したがって、基地局
は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを正確に復号することができる。加えて
、本実施例における基地局は、ユーザ機器による無駄な情報フィードバックを受信するこ
とを、更に効果的に低減することができ、アップリンク制御情報の伝送パフォーマンスを
改善する。
【００９８】
　本発明の第１の基地局の実施例において、送信モジュール２１が、少なくとも１つのダ
ウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、ここで、それぞれのダウン
リンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つのダウンリ
ンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、複数の異
なる具体的な実装形態を有することができる。即ち、ダウンリンク割当インデックスの総
数を、基地局によりダウンリンク制御情報を使用することによって通知する方法に関する
複数の異なる具体的な実装形態が存在する。下記は、具体的な解説及び説明のために５つ
の異なる実装形態を使用する。
 
【００９９】
　本発明の第２の基地局の実施例において、具体的には、本発明の第２の基地局の実施例
の概略構造図は、前述の第１の基地局の実施例の構造と同じ構造を使用することができる
。相違は、本発明の第２の基地局の実施例において、送信モジュール２１が、少なくとも
１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、ここで、それぞれ
のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
具体的には、下記のように、それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデ
ックスをそれぞれのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク制御情報に対応
するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きい場合、ダウンリンク
割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールド
に設定するとともに、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するこ
とであり得るという点にある。
 
【０１００】
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　任意選択で、送信モジュールは、第１のキャリア量のしきい値をユーザ機器に送信する
ように更に構成される。確かに、第１のキャリア量のしきい値は、プロトコルで、又はシ
ステムで予め定義されることができ、このことは、本明細書において限定として解釈され
ないことが理解されよう。
【０１０１】
　さらに、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する複数
のダウンリンク制御情報が存在する場合、送信モジュール２１が、ダウンリンク割当イン
デックスの総数をダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールドに設定す
るように構成されることは、具体的には、下記のように、ダウンリンク割当インデックス
の総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するか
、又は物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウン
リンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定することであり得る。
さらに、送信モジュール２１が、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制
御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリンク
制御チャネルＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちの
いくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するように構成されることは、更に具体的には
、下記のように、ダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリ
ア量のしきい値より大きく、かつダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数
のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティと同じである場合、ダウンリンク割
当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定するか、
又は、ダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしき
い値より大きく、かつダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティ
が第１のキャリア量のしきい値のパリティとは異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４の
リソース指標をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定することであり得
る。
 
【０１０２】
　本発明の第３の基地局の実施例において、具体的には、本発明の第３の基地局の実施例
の概略構造図は、前述の第１の基地局の実施例の構造と同じ構造を使用することができる
。相違は、本発明の第３の基地局の実施例において、送信モジュール２１が、少なくとも
１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、ここで、それぞれ
のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
具体的には、下記のように、それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデ
ックスをそれぞれのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク制御情報のダウ
ンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい場合、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定するとともに、少な
くとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信することであり得るという点にあ
る。即ち、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに基づいて、ダウンリ
ンク制御情報におけるＴＰＣフィールドが、ダウンリンク割当インデックスの総数として
使用されるかどうかが決定される。
 
【０１０３】
　さらに、ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数のダウンリン
ク制御情報が存在する場合、
　送信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報にお
けるＴＰＣフィールドに設定するように構成されることは、具体的には、下記のように、
ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおける
ＴＰＣフィールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウン
リンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定することであり得る。
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さらに、送信モジュールが、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情
報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマッ
ト４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド
に設定するように構成されることは、更に具体的には、下記のように、ダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割
当インデックスのパリティが、第２のしきい値のパリティと同じである場合、ダウンリン
ク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定する
か、又は、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より
大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティとは
異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報における
ＴＰＣフィールドに設定することであり得る。
【０１０４】
　本発明の第４の基地局の実施例において、具体的には、本発明の第４の基地局の実施例
の概略構造図は、前述の第１の基地局の実施例の構造と同じ構造を使用することができる
。相違は、本発明の第４の基地局の実施例において、送信モジュール２１が、少なくとも
１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、ここで、それぞれ
のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
具体的には、下記のように、それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデ
ックスをそれぞれのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデック
スの総数をそれぞれのダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総
数フィールドに設定するとともに、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器
に送信することであり得るという点にある。
 
【０１０５】
　即ち、２ビット又は３ビットなどのダウンリンク割当インデックスの総数フィールドは
、全てのダウンリンク制御情報において新たに追加され、ダウンリンク割当インデックス
の総数を指示するために特別に使用される。
【０１０６】
　本発明の第５の基地局の実施例において、具体的には、本発明の第５の基地局の実施例
の概略構造図は、前述の第１の基地局の実施例の構造と同じ構造を使用することができる
。相違は、本発明の第５の基地局の実施例において、送信モジュール２１が、少なくとも
１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信するように構成され、ここで、それぞれ
のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
具体的には、下記のように、それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデ
ックスをそれぞれのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデック
スの総数を１次コンポーネントキャリアによって搬送されるダウンリンク制御情報におけ
るダウンリンク割当インデックスの総数フィールドに設定するとともに、少なくとも１つ
のダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信することであり得るという点にある。
 
【０１０７】
　即ち、ダウンリンク割当インデックスの総数フィールドは、１次コンポーネントキャリ
ア上のダウンリンク制御情報においてのみ、新たに追加され、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数を指示するために使用される。ダウンリンク割当インデックスの総数フィール
ドは、別の２次コンポーネントキャリア上のダウンリンク制御情報に追加されない。
【０１０８】
　本発明の第６の基地局の実施例において、具体的には、本発明の第６の基地局の実施例
の概略構造図は、前述の第１の基地局の実施例の構造と同じ構造を使用することができる
。相違は、本発明の第６の基地局の実施例において、送信モジュール２１が、少なくとも
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のダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報が、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送することは、
具体的には、下記のように、ダウンリンク割当インデックスの総数を少なくとも１つのダ
ウンリンク制御情報に設定するとともに、特殊スクランブリング処理を、ダウンリンク割
当インデックスの総数を搬送するダウンリンク制御情報のＣＲＣに対して実施して、スク
ランブルされたダウンリンク制御情報を取得し、ユーザ機器に、スクランブルされたダウ
ンリンク制御情報、及びスクランブリング処理が実施されないダウンリンク制御情報を送
信すること、とすることができ、ここで、スクランブルされたダウンリンク制御情報、及
びスクランブリング処理が実施されないダウンリンク制御情報の両方は、ダウンリンク割
当インデックスを搬送するという点にある。
 
【０１０９】
　即ち、スクランブリング処理は、ダウンリンク割当インデックスの総数を搬送するダウ
ンリンク制御情報のＣＲＣに対して実施され、スクランブリング処理は、ダウンリンク割
当インデックスの総数を搬送しないダウンリンク制御情報のＣＲＣに対して実施されない
。
【０１１０】
　さらに、前述の第１の基地局の実施例から第６の基地局の実施例のうちの任意の１つに
おいて、ダウンリンク割当インデックスの総数が、ダウンリンク制御情報内に設定される
ケースに関して、ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビットの量は
、２ビット、３ビット、５ビット、又は同様のものであり得る。ダウンリンク割当インデ
ックスの総数によって占有されたビットの量が５ビットより少ない場合、ダウンリンク割
当インデックスの総数によって占有されたビットの量に対応する状態の量が取得され、ダ
ウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態は、状態の量で割られたダウンリンク
割当インデックスの総数の余りを取得することによって取得され、ダウンリンク割当イン
デックスの総数は、ダウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態を使用すること
によって表される。
【０１１１】
　具体的には、ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビットの量が５
ビットより少ない場合、ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビット
の量に対応する状態の量が、ダウンリンク割当インデックスの総数とは異なるケースが発
生する。例えば、ダウンリンク割当インデックスの総数が３２以下であり、ダウンリンク
割当インデックスの総数によって占有されたビットの量が２ビットである場合、ダウンリ
ンク割当インデックスの総数に対応する状態は、余りを取得する前述の手法で取得される
必要があり、即ち、ダウンリンク割当インデックスの総数は、状態を使用することによっ
て表される。具体的には、ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビッ
トの量が２ビットであるとき、ダウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態と、
ダウンリンク割当インデックスの総数との間の対応関係は、表３に示されることができ、
ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビットの量が３ビットであると
き、ダウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態と、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数との間の対応関係は、表４に示されることができ、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数によって占有されたビットの量が５ビットであるとき、ダウンリンク割当イン
デックスの総数に対応する状態と、ダウンリンク割当インデックスの総数との間の対応関
係は、表５に示されることができる。
 
【０１１２】
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【表３】

【０１１３】
【表４】

【０１１４】
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【表５】

【０１１５】
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　第１の基地局の実施例に基づいて、本発明の第２から第６の基地局の実施例において、
ダウンリンク割当インデックスの総数は、前述の５つの異なる手法で更に送信される。し
たがって、本発明の第２から第６の基地局の実施例では、第１の基地局の実施例における
技術的な効果と同じである技術的な効果が取得されることができる一方、下記の技術的な
効果が更に存在する。前述の５つの手法全てにおいて、ダウンリンク割当インデックスの
総数は、既存のシグナリングを使用することによって取得される。したがって、追加のシ
グナリングのオーバヘッドは、増加されない。
【０１１６】
　図３は、本発明による制御情報を送信するための方法の第１の実施例の流れ図である。
図３に示されたように、本実施例は、ユーザ機器によって実行され、本実施例における方
法は、下記のステップを含み得る。
【０１１７】
　ステップ１０１．基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御
情報を受信し、ここで、それぞれの第１のダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当イ
ンデックスを搬送し、少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割
当インデックスの総数を更に搬送する。
【０１１８】
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックスを搬送す
る第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックス
を指示するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指
示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用され、ダウン
リンク割当インデックスの総数は、全ての第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダ
ウンリンク共有チャネルの量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示
する物理ダウンリンク制御チャネルの量、又は全ての第１のダウンリンク制御情報に対応
する物理ダウンリンク共有チャネルの量と、ダウンリンク準永続スケジューリングリリー
スを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量の合計である。
【０１１９】
　具体的には、基地局によって送信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウ
ンリンク割当インデックスは、第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネルのインデックスを指示し、それに対応して、ダウンリンク割当インデックス
の総数は、全ての第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル
の量である。或いは、基地局によって送信された全ての第１のダウンリンク制御情報のダ
ウンリンク割当インデックスのうちのいくつかは、第１のダウンリンク制御情報に対応す
る物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示し、いくつかは、ダウンリンク準
永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックス
を指示し、それに対応して、ダウンリンク割当インデックスの総数は、全ての第１のダウ
ンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量と、ダウンリンク準永続
スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量の合計である。
或いは、基地局によって送信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスは、ダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダ
ウンリンク制御チャネルのインデックスを指示し、それに対応して、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数は、ダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウ
ンリンク制御チャネルの量である。要するに、ダウンリンク割当インデックス（Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｉｎｄｅｘ，略してＤＡＩ）は、１つ又は複数のスケ
ジュールされたキャリア上のダウンリンク関連サブフレームのセット内で割り当てられた
ＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨ、及びダウンリンクＳＰＳリリースを指
示するＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨの累積的な量を表すために使用される。ダウンリンク割
当インデックスの総数は、スケジュールされたＰＤＳＣＨを指示するＰＤＣＣＨ、及び／
又はＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨの総量を表すために使用される。
【０１２０】
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　ダウンリンク割当インデックスの総数のビット量、及びダウンリンク割当インデックス
のビット量は、２ビットから８ビットのうちの任意の１つであり得ることに留意されたい
。
【０１２１】
　ステップ１０２．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデッ
クス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネルに従って生成する。
【０１２２】
　例えば、ユーザ機器によって受信された全ての第１のダウンリンク制御情報のダウンリ
ンク割当インデックスが、それぞれ１、３、４、及び６であり、ダウンリンク割当インデ
ックスの総数が７である場合、見逃された第２のダウンリンク制御情報は、ダウンリンク
割当インデックスの総数、及び全ての第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当イ
ンデックスに従って決定されることができ、第２のダウンリンク制御情報のダウンリンク
割当インデックスは、２、５、及び７である。
【０１２３】
　ステップ１０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。
【０１２４】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、図１に示されたユー
ザ機器の処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果は
同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１２５】
　本発明における制御情報を送信するための方法の第１の実施例におけるステップ１０１
に関する複数の異なる具体的な実装形態が存在することができる。即ち、ユーザ機器が、
第１のダウンリンク制御情報内で搬送されるダウンリンク割当インデックスの総数を具体
的に取得する方法に関する複数の異なる具体的な実装形態が存在する。下記は、具体的な
解説及び説明のために５つの異なる実装形態を使用する。
【０１２６】
　図４は、本発明による制御情報を送信するための方法の第２の実施例の流れ図である。
図４に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１２７】
　Ｓ２０１．第１のキャリア量のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくと
も１つの第１のダウンリンク制御情報を受信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報
のダウンリンク割当インデックスを取得する。
【０１２８】
　任意選択で、Ｓ２０１の前に、基地局によって送信された第１のキャリア量のしきい値
が、更に受信され得る。即ち、第１のキャリア量のしきい値は、標準で又はシステム内で
設定される値であり得るか、又は基地局によりシグナリングを使用することによってユー
ザ機器に通知され得る。ＴＤＤキャリアアグリゲーションの場合、第１のキャリア量のし
きい値は、５であり得る。ＦＤＤキャリアアグリゲーションの場合、第１のキャリア量の
しきい値は、１０、２０、又は同様のものであり得る。
【０１２９】
　Ｓ２０２．第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が、第１のキ
ャリア量のしきい値より大きい場合、第１のダウンリンク制御情報における送信電力制御
ＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得する。
【０１３０】
　Ｓ２０３．第２のダウンリンク制御情報を、ダウンリンク割当インデックスの総数、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに従って決定
し、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御
情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリン
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ク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成する
。
【０１３１】
　Ｓ２０４．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。
【０１３２】
　任意選択で、ユーザ機器は、基地局によって送信された構成されたキャリアの量を更に
受信することができる。それに対応して、Ｓ２０４は、具体的には、下記のように、構成
されたキャリアの量が第１のしきい値より大きい場合、ハイブリッド自動再送要求の応答
メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマット４を使用することに
よって送信するか、又は構成されたキャリアの量が第１のしきい値以下の場合、ハイブリ
ッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォーマ
ット３を使用することによって送信することであり得る。
【０１３３】
　具体的には、第１のしきい値は５であり得る。既存の標準におけるＰＵＣＣＨフォーマ
ット３によってサポートされる最大のＨＡＲＱ－ＡＣＫのビット量は、２１ｂｉｔｓ、又
は２０ｂｉｔｓ、又は２２ｂｉｔｓであり、それに対応して、５つのキャリアのアグリゲ
ーションをサポートする。ユーザ機器に対して構成される構成されたキャリアの量が５よ
り大きいとき、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、新しいＰＵＣＣＨフォーマット（ＰＵＣＣＨフォー
マット４）を使用することによって送信される。ユーザ機器に対して構成される構成され
たキャリアの量が５以下のとき、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用
することによって送信される。
【０１３４】
　別の実装可能な手法において、ユーザ機器は、基地局によって送信された構成されたキ
ャリアの量のしきい値を更に受信することができ、構成されたキャリアの量のしきい値に
従って、物理アップリンク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送要求の
応答メッセージのビット量のしきい値を取得することができる。物理アップリンク制御チ
ャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしき
い値は、プロトコル内で設定され得ることに留意されたい。それに対応して、Ｓ２０４は
、具体的には、下記のように、ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリン
ク制御チャネル上でサポートされるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット
量のしきい値より大きい場合、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、
物理アップリンク制御チャネルフォーマット４を使用することによって送信するか、又は
ダウンリンク割当インデックスの総数が、物理アップリンク制御チャネル上でサポートさ
れるハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値以下の場合、ハイ
ブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に、物理アップリンク制御チャネルフォ
ーマット３を使用することによって送信することであり得る。
【０１３５】
　具体的には、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを送信する従前の手法とは異
なり、ユーザ機器は、基地局によって送信された構成されたキャリアの量のしきい値を受
信することができ、ここで、構成されたキャリアの量のしきい値は５であることができ、
即ち、値は前述の第１のしきい値と同じであることができ、そしてユーザ機器は、サポー
トされたハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値を、構成され
たキャリアの量のしきい値に従って取得することができるとともに、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数と、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージのビット量のしきい値
との間の規模の関係を使用することにより、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージ
を、ＰＵＣＣＨフォーマット４又はＰＵＣＣＨフォーマット３を使用することによって送
信すべきかどうかを決定することができる。ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージ
のビット量のしきい値は、２１ｂｉｔｓ、２０ｂｉｔｓ、又は２２ｂｉｔｓであり得る。
加えて、１次コンポーネントキャリアだけがスケジュールされる場合、ハイブリッド自動
再送要求の応答メッセージは、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂ、又はチャネル選択を
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伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂを使用することによって送信され得ることに更に
留意されたい。ユーザ機器は、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、前述の手
法で送信することができることに留意されたい。しかしながら、ユーザ機器がダウンリン
ク割当インデックスの総数を受信せず、その場合に、ユーザ機器が、ハイブリッド自動再
送要求の応答メッセージを、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用することによって直接送信
することができる場合が存在する。
【０１３６】
　任意選択で、Ｓ２０２は、また、具体的には下記のようにすることができ、即ち、キャ
リア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する複数の第１のダウン
リンク制御情報が存在する場合、Ｓ２０２において第１のダウンリンク制御情報における
送信電力制御ＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得すること
は、具体的には、下記のように、第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおける
ＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダ
ウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマ
ット４のリソース指標を取得することであり得る。さらに、第１のダウンリンク制御情報
のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を
取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィール
ド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得することは、さらに、具体的には
、下記のように、第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア数が第１の
キャリア量のしきい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリア
のキャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティと同じである場合、第
１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックス
の総数を取得するか、又は、第１のダウンリンク制御情報に対応するキャリアのキャリア
数が第１のキャリア量のしきい値より大きく、かつ第１のダウンリンク制御情報に対応す
るキャリアのキャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティとは異なる
場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマッ
ト４のリソース指標を取得することであり得る。キャリア数が第１のキャリア量のしきい
値より大きいキャリアに対応するただ１つの第１のダウンリンク制御情報が存在する場合
、ダウンリンク割当インデックスの総数は、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣ
フィールド内で取得され、ＰＵＣＣＨフォーマットのリソース指標は、デフォルトのＰＵ
ＣＣＨフォーマットのリソース指標を使用することができることに留意されたい。
【０１３７】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第２のユーザ機器の
実施例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な
効果は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１３８】
　図５は、本発明による制御情報を送信するための方法の第３の実施例の流れ図である。
図５に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１３９】
　Ｓ３０１．第２のしきい値を設定し、基地局によって送信された少なくとも１つの第１
のダウンリンク制御情報を受信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスを取得する。
【０１４０】
　Ｓ３０２．ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値よ
り大きい場合、ダウンリンク割当インデックスに対応する第１のダウンリンク制御情報に
おけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得する。
【０１４１】
　Ｓ３０３．第２のダウンリンク制御情報を、ダウンリンク割当インデックスの総数、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに従って決定
し、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御
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情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリン
ク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成する
。
【０１４２】
　Ｓ３０４．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。
【０１４３】
　ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数の第１のダウンリンク
制御情報が存在する場合、Ｓ３０２において、ダウンリンク割当インデックスに対応する
第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデック
スの総数を取得することは、具体的には、下記のように、第１のダウンリンク制御情報の
うちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取
得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド
内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得することであり得る。さらに、第１
のダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールド内のダウンリンク割
当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリンク制御情報のうちのいくつか
におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標を取得すること
は、具体的には、下記のように、第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデ
ックスが第２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第
２のしきい値のパリティと同じである場合、第１のダウンリンク制御情報におけるＴＰＣ
フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得するか、又は第１のダウンリ
ンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きく、かつダウン
リンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティとは異なる場合、第１の
ダウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールド内のＰＵＣＣＨフォーマット４のリソー
ス指標を取得することであり得る。
【０１４４】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第３のユーザ機器の
実施例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な
効果は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１４５】
　図６は、本発明による制御情報を送信するための方法の第４の実施例の流れ図である。
図６に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１４６】
　Ｓ４０１．基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を
受信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得
し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総
数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの総数を取得する。
【０１４７】
　Ｓ４０２．第２のダウンリンク制御情報を、ダウンリンク割当インデックスの総数、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに従って決定
し、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御
情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリン
ク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成する
。
【０１４８】
　Ｓ４０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。
【０１４９】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第４のユーザ機器の
実施例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な
効果は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１５０】
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　図７は、本発明による制御情報を送信するための方法の第５の実施例の流れ図である。
図７に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１５１】
　Ｓ５０１．基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を
受信し、それぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスを取得
し、１次コンポーネントキャリアによって搬送される第１のダウンリンク制御情報におけ
るダウンリンク割当インデックスの総数フィールド内のダウンリンク割当インデックスの
総数を取得する。
【０１５２】
　Ｓ５０２．第２のダウンリンク制御情報を、ダウンリンク割当インデックスの総数、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに従って決定
し、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御
情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリン
ク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成する
。
【０１５３】
　Ｓ５０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。
【０１５４】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第５のユーザ機器の
実施例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な
効果は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１５５】
　図８は、本発明による制御情報を送信するための方法の第６の実施例の流れ図である。
図８に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１５６】
　Ｓ６０１．基地局によって送信された少なくとも１つの第１のダウンリンク制御情報を
受信する。
【０１５７】
　Ｓ６０２．特殊スクランブリング処理が、第１のダウンリンク制御情報のＣＲＣに対し
て実施される場合、デスクランブリング処理を第１のダウンリンク制御情報に対して実施
し、ダウンリンク割当インデックスの総数、及び第１のダウンリンク制御情報のダウンリ
ンク割当インデックスを取得する。
【０１５８】
　具体的には、特殊スクランブリング処理が第１のダウンリンク制御情報のＣＲＣに対し
て実施される場合、ダウンリンク割当インデックスの総数、及び第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックスは、第１のダウンリンク制御情報から、デスクラン
ブリング処理を実施することによって取得される。特殊スクランブリング処理が第１のダ
ウンリンク制御情報のＣＲＣに対して実施されない場合、第１のダウンリンク制御情報の
ダウンリンク割当インデックスだけが直接取得される。
【０１５９】
　Ｓ６０３．第２のダウンリンク制御情報を、ダウンリンク割当インデックスの総数、及
びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスに従って決定
し、ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを、それぞれの第１のダウンリンク制御
情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報、及び第２のダウンリン
ク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報に従って生成する
。
【０１６０】
　Ｓ６０４．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージを基地局に送信する。
【０１６１】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第６のユーザ機器の
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実施例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な
効果は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１６２】
　第１の実施例に基づいて、本発明の第２の実施例から第６の実施例において、ダウンリ
ンク割当インデックスの総数は、前述の５つの異なる手法で更に取得される。したがって
、本発明の第２の実施例から第６の実施例では、第１の実施例における技術的な効果と同
じである技術的な効果が取得されることができる一方、下記の技術的な効果が更に存在す
る。前述の５つの手法全てにおいて、ダウンリンク割当インデックスの総数は、既存のシ
グナリングを使用することによって取得される。したがって、追加のシグナリングのオー
バヘッドは、増加されない。
【０１６３】
　図９は、本発明による制御情報を送信するための方法の第７の実施例の流れ図である。
図９に示されたように、本実施例は、基地局によって実行され、本実施例における方法は
、下記のステップを含み得る。
【０１６４】
　ステップ７０１．少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信し、ここ
で、それぞれのダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当インデックスを搬送し、少な
くとも１つのダウンリンク制御情報は、ダウンリンク割当インデックスの総数を更に搬送
する。
【０１６５】
　それぞれのダウンリンク割当インデックスは、ダウンリンク割当インデックスを搬送す
る第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルのインデックス
を指示するために使用されるか、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指
示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックスを指示するために使用され、ダウン
リンク割当インデックスの総数は、全ての第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダ
ウンリンク共有チャネルの量、又はダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示
する物理ダウンリンク制御チャネルの量、又は全ての第１のダウンリンク制御情報に対応
する物理ダウンリンク共有チャネルの量と、ダウンリンク準永続スケジューリングリリー
スを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量の合計である。
【０１６６】
　具体的には、基地局によって送信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウ
ンリンク割当インデックスは、第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク
共有チャネルのインデックスを指示し、それに対応して、ダウンリンク割当インデックス
の総数は、全ての第１のダウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネル
の量である。或いは、基地局によって送信された全ての第１のダウンリンク制御情報のダ
ウンリンク割当インデックスのうちのいくつかは、第１のダウンリンク制御情報に対応す
る物理ダウンリンク共有チャネルのインデックスを指示し、いくつかは、ダウンリンク準
永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルのインデックス
を指示し、それに対応して、ダウンリンク割当インデックスの総数は、全ての第１のダウ
ンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルの量と、ダウンリンク準永続
スケジューリングリリースを指示する物理ダウンリンク制御チャネルの量の合計である。
或いは、基地局によって送信されたそれぞれの第１のダウンリンク制御情報のダウンリン
ク割当インデックスは、ダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダ
ウンリンク制御チャネルのインデックスを指示し、それに対応して、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数は、ダウンリンク準永続スケジューリングリリースを指示する物理ダウ
ンリンク制御チャネルの量である。要するに、ダウンリンク割当インデックス（Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｉｎｄｅｘ，略してＤＡＩ）は、１つ又は複数のスケ
ジュールされたキャリア上のダウンリンク関連サブフレームのセット内で割り当てられた
ＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨ、及びダウンリンクＳＰＳリリースを指
示するＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨの累積的な量を表すために使用される。ダウンリンク割
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当インデックスの総数は、スケジュールされたＰＤＳＣＨを指示するＰＤＣＣＨ、及び／
又はＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨの総量を表すために使用される。
【０１６７】
　ダウンリンク割当インデックスの総数のビット量、及びダウンリンク割当インデックス
のビット量は、２ビットから８ビットのうちの任意の１つであり得ることに留意されたい
。
【０１６８】
　ステップ７０２．ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリン
ク制御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情
報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイ
ブリッド自動再送要求の応答メッセージを受信する。
【０１６９】
　ステップ７０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダ
ウンリンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得す
る。
【０１７０】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、図２に示されたユー
ザ機器の処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果は
同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１７１】
　本発明における制御情報を送信するための方法の第７の実施例におけるステップ７０１
に関する複数の異なる具体的な実装形態が存在し得る。即ち、ダウンリンク割当インデッ
クスの総数を基地局によって送信する方法に関する複数の異なる具体的な実装形態が存在
する。下記は、具体的な解説及び説明のために５つの異なる実装形態を使用する。
【０１７２】
　図１０は、本発明による制御情報を送信するための方法の第８の実施例の流れ図である
。図１０に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１７３】
　Ｓ８０１．それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞ
れのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク制御情報に対応するキャリアの
キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きい場合、ダウンリンク割当インデック
スの総数をダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールドに設定する。
【０１７４】
　Ｓ８０２．ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対
応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリッ
ド自動再送要求の応答メッセージを受信する。
【０１７５】
　Ｓ８０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリ
ンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得する。
【０１７６】
　任意選択で、キャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きいキャリアに対応する
複数のダウンリンク制御情報が存在する場合、Ｓ８０１においてダウンリンク割当インデ
ックスの総数をダウンリンク制御情報における送信電力制御ＴＰＣフィールドに設定する
ことは、具体的には、下記のように、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリン
ク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリ
ンク制御チャネルＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のう
ちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定することであり得る。
【０１７７】
　さらに、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつ
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かにおけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は物理アップリンク制御チャネルＰＵＣＣ
Ｈフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰ
Ｃフィールドに設定することは、具体的には、下記のように、ダウンリンク制御情報に対
応するキャリアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きく、かつダウンリン
ク制御情報に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値の
パリティと同じである場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情
報におけるＴＰＣフィールドに設定するか、又は、ダウンリンク制御情報に対応するキャ
リアのキャリア数が第１のキャリア量のしきい値より大きく、かつダウンリンク制御情報
に対応するキャリアのキャリア数のパリティが第１のキャリア量のしきい値のパリティと
は異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報におけ
るＴＰＣフィールドに設定することであり得る。
【０１７８】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第２の基地局の実施
例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果
は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１７９】
　図１１は、本発明による制御情報を送信するための方法の第９の実施例の流れ図である
。図１１に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１８０】
　Ｓ９０１．それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれぞ
れのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当イ
ンデックスが第２のしきい値より大きい場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダ
ウンリンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定する。
【０１８１】
　Ｓ９０２．ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制御
情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に対
応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリッ
ド自動再送要求の応答メッセージを受信する。
【０１８２】
　Ｓ９０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウンリ
ンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得する。
【０１８３】
　ダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大きい複数のダウンリンク制御情
報が存在する場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけ
るＴＰＣフィールドに設定することは、具体的には、下記のように、ダウンリンク割当イ
ンデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに
設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御情報のう
ちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定することであり得る。さらに、ダウンリン
ク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィ
ールドに設定するか、又はＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリンク制御
情報のうちのいくつかにおけるＴＰＣフィールドに設定することは、具体的には、下記の
ように、ダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスが第２のしきい値より大
きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のしきい値のパリティと同じ
である場合、ダウンリンク割当インデックスの総数をダウンリンク制御情報におけるＴＰ
Ｃフィールドに設定するか、又はダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックス
が第２のしきい値より大きく、かつダウンリンク割当インデックスのパリティが第２のし
きい値のパリティとは異なる場合、ＰＵＣＣＨフォーマット４のリソース指標をダウンリ
ンク制御情報におけるＴＰＣフィールドに設定することであり得る。
【０１８４】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第３の基地局の実施
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例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果
は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１８５】
　図１２は、本発明による制御情報を送信するための方法の第１０の実施例の流れ図であ
る。図１２に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１８６】
　Ｓ１００１．それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれ
ぞれのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデックスの総数をそ
れぞれのダウンリンク制御情報におけるダウンリンク割当インデックスの総数フィールド
に設定し、少なくとも１つのダウンリンク制御情報をユーザ機器に送信する。
【０１８７】
　Ｓ１００２．ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に
対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリ
ッド自動再送要求の応答メッセージを受信する。
【０１８８】
　Ｓ１００３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウン
リンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得する。
【０１８９】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第４の基地局の実施
例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果
は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１９０】
　図１３は、本発明による制御情報を送信するための方法の第１１の実施例の流れ図であ
る。図１３に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１９１】
　Ｓ１１０１．それぞれのダウンリンク制御情報のダウンリンク割当インデックスをそれ
ぞれのダウンリンク制御情報に別々に設定し、ダウンリンク割当インデックスの総数を１
次コンポーネントキャリアによって搬送されるダウンリンク制御情報におけるダウンリン
ク割当インデックスの総数フィールドに設定し、少なくとも１つのダウンリンク制御情報
をユーザ機器に送信する。
【０１９２】
　Ｓ１１０２．ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に
対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリ
ッド自動再送要求の応答メッセージを受信する。
【０１９３】
　Ｓ１１０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウン
リンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得する。
【０１９４】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第５の基地局の実施
例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果
は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０１９５】
　図１４は、本発明による制御情報を送信するための方法の第１２の実施例の流れ図であ
る。図１４に示されたように、本実施例における方法は、下記のステップを含み得る。
【０１９６】
　Ｓ１２０１．ダウンリンク割当インデックスの総数を少なくとも１つのダウンリンク制
御情報に設定し、特殊スクランブリング処理を、ダウンリンク割当インデックスの総数を
搬送するダウンリンク制御情報の巡回冗長検査ＣＲＣ符号に対して実施して、スクランブ
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ルされたダウンリンク制御情報を取得し、ユーザ機器に、スクランブルされたダウンリン
ク制御情報、及びスクランブリング処理が実施されないダウンリンク制御情報を送信する
。
【０１９７】
　スクランブルされたダウンリンク制御情報、及びスクランブリング処理が実施されない
ダウンリンク制御情報の両方は、ダウンリンク割当インデックスを搬送する。
【０１９８】
　Ｓ１２０２．ダウンリンク割当インデックスの総数、それぞれの第１のダウンリンク制
御情報のダウンリンク割当インデックス、及びそれぞれの第１のダウンリンク制御情報に
対応する物理ダウンリンク共有チャネルに従ってユーザ機器によって送信されたハイブリ
ッド自動再送要求の応答メッセージを受信する。
【０１９９】
　Ｓ１２０３．ハイブリッド自動再送要求の応答メッセージに従って、それぞれのダウン
リンク制御情報に対応する物理ダウンリンク共有チャネルに対する応答情報を取得する。
【０２００】
　本実施例において提供された、制御情報を送信するための方法は、第６の基地局の実施
例における処理を完了するために使用される。方法に関する実施の原理及び技術的な効果
は同様であり、詳細は本明細書では説明されない。
【０２０１】
　制御情報を送信するための前述の方法の第７の実施例から第１２の実施例に基づいて、
さらに、ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビットの量が５ビット
より少ない場合、ダウンリンク割当インデックスの総数によって占有されたビットの量に
対応する状態の量が取得され、ダウンリンク割当インデックスの総数に対応する状態は、
状態の量で割られたダウンリンク割当インデックスの総数の余りを取得することによって
取得され、ダウンリンク割当インデックスの総数は、ダウンリンク割当インデックスの総
数に対応する状態を使用することによって表される。
【０２０２】
　本発明の実施例における送信モジュール１３は、ユーザ機器の送信機に対応することが
できるか、又はユーザ機器の送受信機に対応することができる。受信モジュール１１は、
ユーザ機器の受信機に対応することができるか、又はユーザ機器の送受信機に対応するこ
とができる。処理モジュール１２は、ユーザ機器のプロセッサに対応することができる。
本明細書におけるプロセッサは、ＣＰＵ、又はＡＳＩＣ、又は本発明の本実施例の実装を
完了するための１つ又は複数の集積回路であり得る。ユーザ機器は、メモリを更に含み得
る。メモリは、命令コードを格納するために構成される。プロセッサは、メモリ内の命令
コードを起動して、本発明の本実施例における送信モジュール１３及び受信モジュール１
１を制御し、前述の動作を実行する。
【０２０３】
　本発明の実施例における受信モジュール２２は、基地局の受信機に対応することができ
るか、又は基地局の送受信機に対応することができることに留意されたい。送信モジュー
ル２１は、基地局の送信機に対応することができるか、又は基地局の送受信機に対応する
ことができる。処理モジュール２３は、基地局のプロセッサに対応することができる。本
明細書におけるプロセッサは、中央処理装置（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔ，ＣＰＵ）、又は特定用途向け集積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ，ＡＳＩＣ）、又は本発明の本実施例の
実装を完了するための１つ若しくは複数の集積回路であり得る。基地局は、メモリを更に
含み得る。メモリは、命令コードを格納するように構成される。プロセッサは、メモリ内
の命令コードを起動して、本発明の本実施例における受信モジュール２２及び送信モジュ
ール２１を制御し、前述の動作を実行する。
【０２０４】
　本発明において提供されたいくつかの実施例において、開示された装置及び方法は、他
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なものにすぎない。例えば、ユニット分割は、論理的な機能分割にすぎず、実際に実施す
る際には他の分割であり得る。例えば、複数のユニット若しくは構成要素は、別のシステ
ムに組み合わされるか若しくは統合され得るか、又は、いくつかの特性は、無視されるか
若しくは実施されなくてもよい。加えて、示され又は議論された相互の連結又は直接の連
結又は通信接続は、いくつかのインターフェースを使用することによって実装され得る。
装置間又はユニット間の間接の連結又は通信接続は、電気的に、機械的に、又は他の形式
で実装され得る。
【０２０５】
　別個の部品として説明されたユニットは、物理的に分離され得るか、又は分離されなく
てもよく、ユニットとして示された部品は、物理的なユニットであり得るか、又は物理的
なユニットでなくてもよく、即ち、部品は、１つの位置に設置され得るか、又は複数のネ
ットワークユニット上に分散され得る。ユニットのいくつか又は全ては、実際の要件に従
って、実施例の解決法の目的を達成するために選択され得る。
【０２０６】
　加えて、本発明の実施例における機能ユニットは、１つの処理ユニットに統合され得る
か、又はユニットのそれぞれは、物理的に単独で存在し得るか、又は２つ以上のユニット
は、１つのユニットに統合される。統合されたユニットは、ハードウェアの形式で実装さ
れ得るか、又はソフトウェア機能ユニットに加えてハードウェアの形式で実装され得る。
【０２０７】
　前述の統合されたユニットが、ソフトウェア機能ユニットの形式で実装されるとき、統
合されたユニットは、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に格納され得る。ソフトウェ
ア機能ユニットは、記憶媒体に格納され、コンピュータデバイス（これは、パーソナルコ
ンピュータ、サーバ、ネットワークデバイス、若しくは同様のものであり得る）、又は本
発明の実施例において説明された方法のいくつかのステップを実施するためのプロセッサ
（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を含む。前述の記憶媒体は、ＵＳＢフラッシュドライブ、リムー
バブルハードディスク、リードオンリメモリ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ，ＲＯ
Ｍ）、ランダムアクセスメモリ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ，ＲＡＭ）
、磁気ディスク、又は光ディスクなどの、プログラムコードを格納できる任意の媒体を含
む。
【０２０８】
　便利かつ簡単な説明のために、前述の機能モジュールの分割は、例証のために一例とし
て使用されるにすぎないことが当業者によって明確に理解され得る。実際の応用例におい
て、前述の機能は、異なる機能モジュールに割り当てられることができ、要件に従って実
装されることができ、即ち、装置の内部構造は、上述の機能の全て又はいくつかを実装す
るために異なる機能モジュールに分割される。前述の装置の詳細な作業プロセスに関して
、前述の方法の実施例における対応するプロセスを参照されたく、詳細は本明細書では再
び説明されない。
【０２０９】
　最後に、前述の実施例は、本発明の技術的解決法を説明するために意図されたにすぎな
いが、本発明を限定するためではないことに留意されたい。本発明は、前述の実施例を参
照しながら詳細に説明されるが、当業者は、これらが、本発明の実施例の技術的解決法の
範囲から逸脱することなく、前述の実施例において説明された技術的解決法に対して更に
修正を行うことができるか、又は、いくつか若しくは全ての技術的な特性に対して同等の
置換を行うことができることを理解されたい。
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